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深刻な人材不足が起き始めている。優秀な人材の確保はさらにそうだ。し
かもこれは、人口減少に転じた日本だけの話ではない。世界規模で起こる
と予測されている。この構造変化に、企業はどう向き合っていくのか。そ
の答えのひとつとして、「戦略的採用」というフレームワークを提示したい。

「戦略的」という言葉は、私たちの周囲にあふれている。ビジネスでは、「重
要で、難しく、優先順位の高い取り組み」でさえあれば、戦略的という冠
言葉を使うのは日常茶飯事だ。しかし、労働市場の構造変化に対峙する方
策がその程度の曖昧なものであれば、ただの精神論と大差ない。

だが、今回われわれはあえて「戦略的」という言葉を用いた。そこには 2

つの思いを込めている。ひとつは経営戦略論の用法で、持続的な競争優位
を獲得するための、複雑な外部環境への対峙法という意味だ。もうひとつ
は、戦略的人的資源管理論（Strategic Human Resource Management : 

SHRM）の用法で、経営戦略と整合的にデザインされているという意味だ。

企業が、競争優位を獲得するための採用をいかに行うのか、改めて考える
時期に来ている。採用を一段高い視点から総括したわれわれのフレームワー
クを実務にあてはめることで、直面している採用課題に別の角度から光を
あてることができるはずだ。本冊子が、構造的な人材不足への打開策を考
える一助になれば幸いである。
 

戦略的採用論 Strategic Recruitment

リクルートワークス研究所
「採用を変える、採用で変える」プロジェクト

プロジェクトリーダー　中村天江
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「
製
造
業
、
採
用
12
%
増
、
大
卒
、
2
年
連

続
で
2
桁
伸
び
」（
日
本
経
済
新
聞　

2
0
1
5
年
4
月
27
日
付
朝
刊
）

「
積
極
採
用
、
動
く
企
業
、
主
要
1
0
0
社
、

16
年
春
の
採
用
計
画
」（
朝
日
新
聞　

2
0
1
5
年
5
月
31
日
付
朝
刊
）

　

毎
年
、
年
度
初
め
に
な
る
と
、
新
聞
紙
上

を
に
ぎ
わ
す
の
が
、こ
の
よ
う
な
記
事
だ
。
上

場
企
業
の
新
卒
採
用
計
画
は
、
前
年
に
比
べ

て
増
え
る
の
か
、
減
る
の
か
。
あ
の
企
業
、
あ

の
業
界
の
動
向
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

新
卒
者
の
採
用
人
数
が
、
景
況
感
や
産
業
の

趨
勢
を
示
す
指
標
の
ひ
と
つ
と
し
て
取
り
扱

わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

新
卒
採
用
に
ま
つ
わ
る
ニ
ュ
ー
ス
、
ト
ピ

ッ
ク
、
議
論
は
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
就

職
活
動
開
始
時
期
の
変
更
を
め
ぐ
っ
て
は
、

こ
こ
数
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
な
さ
れ
、
一

国
の
首
相
が
、
産
業
界
に
通
達
す
る
ほ
ど
の

展
開
を
み
せ
た
。
企
業
が
、
内
定
を
出
し
た

学
生
に
就
職
活
動
の
終
了
を
強
要
す
る
「
オ

ワ
ハ
ラ
＝
就
活
終
わ
れ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
も
、

メ
デ
ィ
ア
を
に
ぎ
わ
せ
た
。
そ
も
そ
も
、
新

卒
一
括
採
用
と
い
う
仕
組
み
が
お
か
し
い
、

と
い
う
意
見
も
、
近
年
で
は
よ
く
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

同
様
に
、
い
や
そ
れ
以
上
に
こ
こ
数
年
に

わ
た
っ
て
世
の
中
を
駆
け
巡
っ
て
い
る
の
が
、

「
人
手
不
足
」
問
題
だ
。
建
設
業
や
小
売
業
、

飲
食
、
運
輸
、
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
は
、

採
用
し
よ
う
と
し
て
も
応
募
者
が
来
な
い
、

採
用
し
た
人
が
辞
め
て
し
ま
う
、
と
い
う
悪

循
環
に
見
舞
わ
れ
、
結
果
と
し
て
事
業
そ
の

も
の
へ
の
強
烈
な
影
響
が
出
て
い
る
。

　

こ
と
ほ
ど
左
様
に
、
採
用
は
、
社
会
問
題

で
あ
る
。
政
府
も
、
経
済
団
体
も
、
教
育
機

関
も
、
業
界
団
体
も
、
高
い
関
心
を
持
っ
て
、

こ
と
に
対
処
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
個
々
の

企
業
、
個
々
の
人
材
に
閉
じ
た
も
の
で
は
な

く
、
労
働
市
場
全
体
の
問
題
だ
か
ら
、
必
然

的
に
社
会
問
題
と
な
る
の
だ
ろ
う
。

人
事
の
中
で
も
高
ま
る

採
用
に
関
す
る
課
題
意
識

　

採
用
は
、
個
々
の
企
業
に
と
っ
て
も
、
も

ち
ろ
ん
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
上
場
企
業
の

89
%
は
、
新
卒
採
用
力
強
化
を
人
事
課
題
に

挙
げ
る
（「
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
調
査

2
0
1
5
」
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
）。

こ
れ
は
、「
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」

（
94
%
）、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
」

（
92
%
）
に
次
ぐ
高
さ
で
あ
る
。
ま
た
、
過

去
の
デ
ー
タ
と
比
べ
て
も
3
割
程
度
高
く
な

っ
て
い
る
。
採
用
ニ
ー
ズ
が
年
々
高
ま
り
、

良
質
な
新
卒
者
の
確
保
の
難
易
度
が
上
昇
し

て
い
る
の
だ
。

　

そ
の
対
策
と
し
て
、
採
用
プ
ロ
セ
ス
の
再

構
築
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
ど
の
企
業

も
が
欲
し
が
る
人
材
で
は
な
く
、
自
分
た
ち

新卒偏重の
採用論議を排す
Eliminating new graduates bias for recruitment

日本において、採用といえば、社会問題あるいは
企業内の「新卒」問題として語られることが多い。
だが本来は中途や非正規人材も含めた
すぐれて経営的な問題でもあるべきだ。
その視界をまずは共有したい。

リクルートワークス研究所

主幹研究員  豊田義博



3

社
会
、人
事
問
題
だ
が

経
営
問
題
に
な
っ
て
い
な
い

　

社
会
問
題
で
も
あ
り
、
人
事
問
題
で
も
あ

る
採
用
。
し
か
し
、
そ
れ
が
経
営
問
題
に
な

っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
と
、
大
き
な
疑
問

符
が
付
く
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
に
当

た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
の
人
事
・
採
用
責

任
者
に
話
を
伺
っ
た
の
だ
が
、
経
営
と
の
接

点
の
話
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
勢
い
が
失

わ
れ
、
歯
切
れ
の
悪
い
回
答
と
な
り
、
話
が

続
か
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

そ
の
発
言
を
総
括
す
る
な
ら
ば
、
経
営
陣

は
、
採
用
に
関
し
て
の
本
質
的
な
関
心
が
低

い
、
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

採
用
総
数
や
主
要
大
学
か
ら
の
採
用
数
へ

の
関
心
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
自
ら
面
接

し
た
学
生
の
質
に
関
す
る
意
見
や
要
望
、
採

用
方
法
に
関
す
る
見
解
な
ど
も
語
ら
れ
る
よ

う
だ
。

　

し
か
し
、
そ
う
し
た
意
見
の
多
く
は
、
経

営
者
に
求
め
ら
れ
る
経
営
視
点
に
よ
る
も
の

と
は
異
な
る
。
自
社
の
人
気
度
が
気
に
な
っ

て
い
た
り
、
か
つ
て
の
自
身
の
就
職
活
動
や

若
手
社
会
人
の
経
験
を
も
と
に
し
た
個
人
的

見
解
で
あ
っ
た
り
す
る
。

　

販
売
・
サ
ー
ビ
ス
系
の
企
業
に
お
い
て
は
、

採
用
は
経
営
の
根
幹
で
あ
り
、
人
材
が
採
用

の
企
業
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
人
材
を
ど
の
よ
う

に
抽
出
・
設
定
す
る
の
か
。
そ
の
人
材
を
ど

の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
探
し
出
し
、
ど
の
よ

う
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
の
か
。
入
社
後
に

活
躍
す
る
人
材
を
人
事
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
か
ら

ど
う
特
定
し
て
、
求
め
る
人
物
像
を
構
築
す

る
か
、
と
い
っ
た
採
用
プ
ロ
セ
ス
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
も
注
目
が
集
ま
る
。

　

待
遇
改
善
も
、
重
要
な
取
り
組
み
だ
。
給

与
の
見
直
し
、
長
時
間
労
働
の
是
正
を
は
じ

め
と
し
た
職
場
環
境
の
改
善
へ
の
傾
注
な
ど

な
ど
。
さ
ら
に
は
業
務
プ
ロ
セ
ス
全
体
を
見

直
し
て
仕
事
そ
の
も
の
を
再
設
計
し
、
フ
ル

タ
イ
ム
で
働
け
な
い
人
た
ち
に
も
働
い
て
も

ら
え
る
機
会
を
つ
く
り
出
す
よ
う
な
抜
本
的

改
革
も
起
き
始
め
て
い
る
。

　

そ
う
。
採
用
は
、
人
事
問
題
で
も
あ
る
。

課
題
が
山
積
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
育
成
、
評
価
、
異
動
な
ど
の
他

の
人
事
諸
業
務
と
違
っ
て
、
業
務
が
社
内
に

閉
じ
ず
、
外
部
要
因
に
振
り
回
さ
れ
、
よ
り

複
雑
性
が
高
い
こ
と
に
加
え
て
、
一
連
の
活

動
に
お
い
て
人
事
が
強
い
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

を
と
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。

　

目
標
採
用
数
を
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ソ

ー
ス
を
活
用
し
な
が
ら
そ
の
達
成
を
目
指
す

営
業
活
動
の
よ
う
な
側
面
も
あ
る
。
ス
タ
ッ

フ
部
門
の
仕
事
と
い
う
よ
り
は
、
ラ
イ
ン
の

仕
事
に
近
い
。
新
卒
採
用
は
特
に
そ
う
だ
と

い
え
る
。
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出所：厚生労働省「雇用動向調査」

入職者数の推移図表1
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雇
用
、
年
功
序
列
、
企
業
内
組
合
と
い
う
日

本
的
雇
用
の
中
核
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
高
度

成
長
期
に
確
立
し
た
「
新
卒
一
括
採
用

年

次
管
理
」
と
い
う
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
は
、
今
も
企
業
に
息
づ
い
て
い
る
。

　

1
9
9
0
年
代
に
始
ま
っ
た
総
人
件
費
の

流
動
費
化
、
下
方
硬
直
的
な
職
能
資
格
制
度

の
見
直
し
、
成
果
主
義
や
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
、

職
務
等
級
制
度
や
役
割
等
級
制
度
等
へ
の
着

目
な
ど
に
よ
り
、
年
功
性
や
処
遇
の
一
律
性

は
減
じ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
年
次
管
理
は
今

も
実
態
と
し
て
色
濃
く
残
っ
て
い
る
（
図
表

2
）。

　

も
ち
ろ
ん
、
新
卒
採
用
は
、
極
め
て
重
要

な
人
的
資
本
調
達
ル
ー
ト
で
あ
る
。
効
率
的

で
あ
り
、
投
資
対
効
果
も
大
き
い
。
国
外
に

目
を
転
じ
て
も
、
い
ず
れ
の
国
に
お
い
て
も
、

大
学
生
の
半
数
か
ら
7
割
程
度
は
在
学
中
に

就
職
活
動
を
行
い
、
就
職
先
企
業
を
決
め
、

卒
業
後
ま
も
な
く
働
き
始
め
て
い
る
。
日
本

に
限
ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
み
て
も
重
要
な

ル
ー
ト
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
日
本
企
業
、
日
本
社
会
の
重
視

度
合
い
は
、
や
や
逸
脱
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
そ
し
て
、
新
卒
者
を
毎
年
一
定
数

採
用
す
る
、
と
い
う
行
為
が
、
所
与
の
も
の

と
し
て
置
か
れ
て
い
る
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
や
、

か
つ
て
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
時
は
、
そ
の
採

用
数
を
大
き
く
減
ら
す
、
何
年
間
か
新
卒
採

用
を
停
止
す
る
と
い
う
企
業
も
散
見
さ
れ
た

に
偏
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
18
%
に
過
度
な

関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
影
響
力
が
こ
れ
だ
け
大
き
く
な

っ
て
い
る
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
採
用
、
中

途
採
用
は
、
実
態
と
し
て
、
新
卒
採
用
に
比

べ
て
、
は
る
か
に
「
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
」。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
対
策
が
十
分
に
練
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
は
み
え
な
い
。
優
先
順
位
が

低
い
と
し
か
思
え
な
い
。
労
働
市
場
の
構
造

な
ど
の
社
会
環
境
要
因
を
理
由
に
、
企
業
が

い
く
ら
頑
張
っ
て
も
如
何
と
も
し
が
た
い
、と

い
う
あ
き
ら
め
も
垣
間
見
え
る
。

現
状
の
新
卒
採
用
は

戦
略
に
寄
与
し
て
い
る
か

　

企
業
は
、
自
社
の
競
争
優
位
性
を
も
と
に

戦
略
を
定
め
、
あ
る
い
は
、
そ
の
戦
略
実
現

に
向
け
て
、
自
社
の
競
争
優
位
性
を
高
め
よ

う
と
す
る
。
そ
の
競
争
優
位
性
を
構
成
す
る

の
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
特
許
や
シ
ス
テ

ム
、
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の
組
織
構
造
資
本
、
顧

客
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
い
っ
た
社
外
の
関
係

資
本
と
並
ん
で
、
従
業
員
の
能
力
、
ロ
イ
ヤ

リ
テ
ィ
の
高
さ
な
ど
を
含
め
た
人
的
資
本
が

挙
げ
ら
れ
る
。
採
用
と
は
、
こ
の
人
的
資
本

を
調
達
、
拡
充
す
る
た
め
の
核
と
な
る
手
段

で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
日
本
企
業
の
多
く
は
、
今
も
そ

の
中
心
に
新
卒
採
用
を
置
い
て
い
る
。
終
身

い
。
こ
れ
は
過
去
30
年
間
の
企
業
へ
の
入
職

者
、
つ
ま
り
は
採
用
者
の
推
移
を
表
し
た
も

の
だ
。
景
気
動
向
に
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、

一
貫
し
て
増
え
続
け
、
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
る
。

一
方
で
、
労
働
力
人
口
は
、
1
9
9
0
年
代

後
半
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
れ
以
降
は
徐
々

に
減
り
始
め
て
い
る
。
労
働
市
場
の
流
動
性

は
、
か
く
も
高
ま
っ
て
い
る
。
採
用
の
あ
り

よ
う
は
激
変
し
た
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
未
就
業
入

職
者
（
新
卒
）、
転
職
入
職
者
（
中
途
）、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
入
職
者
（
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
）
そ
れ
ぞ
れ
の
実
数
、
比
率
が
激
変

し
て
い
る
。

　

新
卒
は
、
1
9
8
5
年
時
点
で
は
1
4
5

万
人
、
全
体
の
35
%
を
占
め
て
い
た
が
、

2
0
1
4
年
時
点
で
は
1
4
0
万
人
と
実
数

は
微
減
、
比
率
は
18
%
へ
と
急
落
し
て
い
る
。

　

中
途
の
実
数
は
、
1
9
8
5
年
の
1
8
7

万
人
、
45
%
か
ら
、
2
0
1
4
年
時
点
で
は
、

3
0
5
万
人
と
大
幅
増
加
、
比
率
は
や
や
低

下
し
て
38
%
へ
と
推
移
し
て
い
る
。

　

最
も
大
き
く
変
容
し
て
い
る
の
は
、
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
だ
。
1
9
8
5
年
時
点
で

は
、
86
万
人
、
21
%
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の

が
、
2
0
1
4
年
時
点
で
は
3
5
3
万
人
、
全

体
の
44
%
を
占
め
る
最
大
勢
力
と
な
っ
て
い

る
の
だ
。

　

こ
う
し
た
変
容
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

社
会
、
企
業
の
関
心
は
、
今
も
大
き
く
新
卒

38.9％ 26.2％ 34.8％

制度として
年次管理を
している

慣習として
年次管理を
している

年次管理
していない

で
き
な
け
れ
ば
、
業
績
が
上
が
ら
な
い
、
と

い
う
死
活
問
題
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
状
況
に
即
し
た
事
業
戦
略
の
転
換
や
、

業
務
の
B
P
R
（
ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
ロ
セ
ス
・

リ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）
を
行
っ
て
い
る
と

い
う
話
は
、
わ
ず
か
し
か
聞
か
れ
な
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
は
、
な
ぜ
生
ま
れ
る
の
だ

ろ
う
か
。

実
態
と
乖
離
し
た

新
卒
採
用
へ
の
高
い
関
心

　

3
ペ
ー
ジ
の
図
表
1
を
見
て
い
た
だ
き
た 出所：リクルートワークス研究所「人材マネジメント調査２０１３」

年次管理（昇進・昇格）の実施度合い図表2
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が
、
企
業
の
年
齢
構
成
の
歪
み
が
組
織
に
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
た
こ
と
で
、
新
卒
採
用
人
数

は
、
景
気
動
向
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
大

き
く
変
化
さ
せ
な
い
、
と
い
う
合
意
が
な
さ

れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　
新
卒
採
用
と
は
、
企
業
の
短
期
的
成
果
の

実
現
の
た
め
で
は
な
く
、
企
業
の
中
長
期
に

わ
た
る
持
続
的
成
長
・
発
展
を
目
指
し
た
も

の
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
か
ら

だ
ろ
う
。

　
激
変
す
る
環
境
へ
の
適
応
、
変
化
へ
の
対

応
を
重
視
し
つ
つ
も
、
そ
う
し
た
短
期
的
な

戦
略
実
現
よ
り
も
、
組
織
の
長
期
的
な
戦
略

の
実
現
を
重
視
す
る
、
と
い
う
意
思
表
示
で

も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
そ
れ
は
本
当
に
、
長
期
的
な
戦

略
の
実
現
に
寄
与
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

新
卒
採
用
は
欠
員
補
充
策

慣
性
が
戦
略
実
現
を
阻
害

　
私
に
は
、
多
く
の
企
業
の
新
卒
採
用
は
、

大
規
模
な
欠
員
補
充
に
な
っ
て
い
る
、
と
い

う
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

　
欠
員
補
充
は
、
極
め
て
重
要
な
施
策
で
あ

る
。
企
業
の
維
持
・
存
続
の
た
め
に
は
欠
く

べ
か
ら
ざ
る
行
為
だ
。
中
途
採
用
の
70
%
は

欠
員
補
充
だ
と
い
う
実
態
も
あ
る
（「
中
途
採

用
実
態
調
査
2
0
1
5
」
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー

ク
ス
研
究
所
）。
現
状
を
維
持
し
、
企
業
の
安

採用形態

研
究
対
象

新卒採用
高卒採用　大卒採用

中途採用

マクロ
（社会システム）

メゾ
（企業・組織）

ミクロ
（個人）

グローバル採用 非正規採用
直接雇用　間接雇用

教育社会学
労働経済学

産業組織
心理学

経営学
社会学

•企業・組織視点での研究が少ない
•横断的な採用のフレームワークがない

寧
の
た
め
に
、
定
期
的
に
人
員
を
補
強
す
る
。

現
状
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
良

好
に
機
能
さ
せ
続
け
る
た
め
に
。

　
こ
の
、
現
状
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
慣
性

が
、
新
卒
採
用
の
重
視
に
つ
な
が
る
。
そ
し

て
、
そ
の
慣
性
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
採
用
、
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
採
用
と
い
っ
た
戦
略
達

成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
阻
害
す
る
。
そ
う

し
た
構
図
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
人
事
は
何
も
わ
か
っ
て
い
な
い
」

「
人
事
が
邪
魔
を
し
て
い
る
」

　
研
究
開
発
部
門
や
I
T
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
統

括
す
る
部
門
、
あ
る
い
は
海
外
現
地
法
人
の

方
か
ら
、
よ
く
聞
く
言
葉
だ
。
い
い
人
を
採

り
た
い
と
思
っ
て
も
、
人
事
が
N
G
を
出
し

た
り
、
十
分
な
条
件
を
提
示
で
き
な
い
、
と

い
う
こ
と
に
端
を
発
し
た
言
葉
で
あ
る
。

　
そ
の
言
葉
の
裏
に
は
、
事
業
の
実
態
や
競

争
環
境
、
事
業
現
場
で
今
必
要
な
人
材
が
ど

の
よ
う
な
人
材
で
ど
の
よ
う
な
条
件
を
提
示

す
べ
き
か
が
わ
か
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
意

味
に
加
え
て
、
既
存
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
た
め
に
、
特
例
措
置

を
と
っ
て
も
ら
え
な
い
、
と
い
う
意
図
が
含

ま
れ
る
。

　
そ
こ
に
は
、
大
き
く
か
み
合
っ
て
い
な
い

何
か
が
あ
る
。
現
場
と
の
齟
齬
の
大
き
さ
は
、

放
置
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。
シ

ス
テ
ム
の
問
題
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
問
題
も
浮
か
び
上
が
る
。

採用研究の現状図表3
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採
用
の
目
的
に
つ
い
て
も
、
再
編
を
試
み

た
。
具
体
的
に
は
、
新
卒
、
中
途
、
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
と
い
っ
た
区
分
と
は
異
な
る
分

類
の
構
築
を
試
み
た
。
本
稿
で
繰
り
返
し
指

摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、

企
業
内
に
も
社
会
全
体
に
も
「
新
卒
採
用
へ

の
偏
重
」
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
こ
の
課
題

を
ク
リ
ア
す
る
た
め
に
、
そ
う
し
た
区
分
を

使
わ
ず
に
、
構
図
を
提
示
す
る
こ
と
に
腐
心

し
た
。

　

数
の
少
な
い
中
途
採
用
や
、
周
辺
的
な
労

働
力
と
と
ら
え
ら
れ
が
ち
な
非
正
規
社
員
の

採
用
の
中
に
も
、
戦
略
実
現
に
お
い
て
極
め

て
重
要
な
使
命
を
帯
び
た
も
の
が
多
々
あ
る
。

　

そ
の
位
置
づ
け
、
優
先
順
位
を
正
し
く
と

ら
え
、
活
動
全
体
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
、
と
い

う
当
た
り
前
の
こ
と
を
、
あ
え
て
力
説
し
た

い
の
だ
。

マ
ク
ロ
か
ミ
ク
ロ
の
視
点
し
か
な
い

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
採
用
研
究

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
ア
カ
デ
ミ
ズ

ム
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。

　

そ
も
そ
も
の
問
題
と
し
て
、
日
本
に
は
採

用
研
究
が
少
な
い
。
労
働
市
場
の
流
動
性
が

高
い
海
外
に
は
、
膨
大
な
採
用
研
究
が
存
在

す
る
が
、
労
働
市
場
の
流
動
性
の
低
い
日
本

で
は
、
研
究
の
蓄
積
そ
の
も
の
が
乏
し
く
、
さ

ら
に
、
雇
用
慣
行
の
違
い
か
ら
海
外
の
知
見

を
日
本
向
け
に
一
般
化
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

長
期
雇
用
が
根
付
い
て
き
た
日
本
で
は
、
外

部
労
働
市
場
か
ら
の
人
材
採
用
よ
り
も
、
内

部
労
働
市
場
に
お
け
る
人
材
育
成
や
昇
進
等

に
、
研
究
者
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
き
た
こ

と
が
こ
の
背
景
に
は
あ
る
。

　

加
え
て
、
研
究
領
域
の
偏
り
が
あ
る
。
5

ペ
ー
ジ
の
図
表
3
に
示
し
た
よ
う
に
、
国
内

で
行
わ
れ
て
き
た
採
用
研
究
の
大
半
は
、
社

会
シ
ス
テ
ム
や
労
働
市
場
と
い
っ
た
マ
ク
ロ

視
点
の
研
究
群
か
、
特
定
の
採
用
工
程
に
お

け
る
個
人
の
心
理
に
焦
点
を
あ
て
た
ミ
ク
ロ

視
点
の
研
究
群
で
あ
り
、
加
え
て
新
卒
採
用

へ
の
偏
り
も
や
は
り
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
企

業
の
経
営
視
点
か
ら
の
採
用
研
究
は
、
と
り

わ
け
少
な
い
。

　

社
会
や
実
務
家
の
関
心
を
映
す
よ
う
に
、

こ
こ
に
も
視
点
の
欠
損
が
み
ら
れ
る
の
だ
。

戦
略
的
採
用
論

そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス

　

採
用
を
め
ぐ
る
視
点
の
偏
り
、
欠
損
、
そ

し
て
、
そ
れ
が
も
た
ら
し
て
い
る
現
状
の
不

全
感
を
打
破
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
戦
略

的
採
用
と
い
う
論
点
を
提
示
す
る
。
競
争
優

位
性
を
高
め
、
中
長
期
戦
略
と
短
期
戦
略
を

同
時
に
達
成
す
る
た
め
の
人
的
資
本
調
達
を
、

既
存
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
と
ど

の
よ
う
に
リ
ン
ケ
ー
ジ
し
な
が
ら
実
現
し
て

い
く
の
か
、
そ
の
理
論
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

提
示
す
る
。

　

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
詳
細
は
、
後
の
誌
面

で
概
説
す
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
エ
ッ
セ
ン

ス
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

　

採
用
活
動
の
中
核
は
「
募
集
・
選
抜
の
プ

ロ
セ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
で
あ
る
。
こ
の
プ

ロ
セ
ス
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が
採
用
の
成
否
を
分

け
る
。
し
か
し
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
表
舞

台
で
は
あ
る
が
、
採
用
活
動
の
い
わ
ば
戦
術

的
側
面
で
あ
る
。
戦
略
的
側
面
と
し
て
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
は
、「
戦
略
と
採
用
の
一
貫
性
」

で
あ
る
。

　

戦
略
実
現
の
た
め
に
は
、
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

採
用
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。
そ
の
推
進
に
お

い
て
は
「
採
用
と
内
部
制
度
の
整
合
性
」
と

い
う
観
点
が
欠
か
せ
な
い
。

　

ま
た
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
は
成
果
が

と
も
な
わ
な
い
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
。
こ

れ
を
放
置
せ
ず
、「
成
果
を
次
に
反
映
す
る
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
ル
ー
プ
」
を
回
す
こ
と
も
肝

要
に
な
る
。

新
卒
、中
途
云
々
で
は
な
く

目
的
に
よ
っ
て
採
用
を
分
類

　

さ
ら
に
、
採
用
活
動
に
お
い
て
は
、
人
事

部
門
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
組
織
内
の
さ

ま
ざ
ま
な
部
門
、
部
署
、
多
様
な
人
々
が
関

与
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
視
野
、
問
題
意
識
、

想
い
や
思
惑
は
決
し
て
同
じ
で
は
な
い
。「
多

様
な
関
係
者
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
が
、

極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
人
事
部
門
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
大
き
く
問
わ
れ
る
。　
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明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
調
査
で
は
、
採
用
の

成
果
を
①
採
用
者
の
離
職
状
況
、
②
新
卒
採
用

者
の
活
躍
度
合
い
、
③
中
途
採
用
者
の
活
躍
度

合
い
と
い
う
3
つ
の
変
数
で
測
定
し
た
。
得
ら

れ
た
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
結
果
、
中
途
採
用
者

が
活
躍
し
て
い
る
企
業
は
採
用
者
が
離
職
し
に

く
い
企
業
で
あ
り
（
図
表
4
）、
新
卒
採
用
者

も
う
ま
く
活
躍
で
き
て
い
る
と
い
う
結
果
が
導

き
出
さ
れ
た
。

　

一
方
、
新
卒
採
用
者
が
活
躍
す
る
企
業
で

は
、
採
用
者
の
離
職
と
は
明
確
な
関
係
性
を
見

出
せ
な
か
っ
た
（
図
表
5
）。
つ
ま
り
、
採
用

者
が
活
躍
し
、
離
職
し
な
い
企
業
は
中
途
採
用

が
巧
み
な
企
業
で
も
あ
る
の
だ
。

　

そ
れ
で
は
中
途
採
用
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る

企
業
は
、
ど
の
よ
う
に
入
職
者
を
選
抜
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

　

分
析
結
果
は
、
採
用
チ
ー
ム
内
で
人
材
要
件

の
す
り
合
わ
せ
を
十
分
に
行
う
と
採
用
選
抜
の

効
果
が
高
ま
る
と
示
し
て
い
る
。
特
に
、
中
途

採
用
者
が
活
躍
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
採
用
チ

ー
ム
内
で
基
準
と
な
る
人
材
要
件
を
納
得
い
く

ま
で
議
論
、
す
り
合
わ
せ
し
た
う
え
で
、
求
職

者
が
自
社
の
文
化
・
風
土
と
合
う
か
ど
う
か
を

重
視
し
て
選
考
す
る
こ
と
に
か
か
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

中
途
採
用
を
成
功
さ
せ
る
に
は

　

次
に
、
中
途
採
用
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
企

業
と
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
企
業
を
比
較
し
た

際
、
人
材
要
件
を
設
計
す
る
際
に
ど
の
よ
う
な

針
を
考
慮
す
る
こ
と
で
社
内
の
人
事
諸
制
度
と

の
調
整
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
分
析
か
ら
、
採
用
活
動

を
「
新
卒
採
用
」
と
「
中
途
採
用
」
と
い
う
断

絶
し
た
活
動
と
し
て
認
識
す
る
の
で
は
な
く
、

同
じ
「
採
用
」
と
し
て
人
事
部
が
主
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
重
要
性
を
導
く
こ
と
が
で

き
た
。

　

特
に
、
経
営
と
現
場
が
思
い
描
く
そ
れ
ぞ
れ

の
ビ
ジ
ョ
ン
と
採
用
後
の
育
成
方
針
を
踏
ま
え

て
人
材
要
件
を
設
計
し
、
明
確
化
さ
れ
た
人
材

要
件
を
採
用
チ
ー
ム
内
で
し
っ
か
り
と
共
有
・

理
解
す
る
こ
と
が
、
戦
略
的
採
用
の
成
功
の
鍵

と
な
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

違
い
が
あ
る
の
か
を
み
て
い
き
た
い
。

　

デ
ー
タ
分
析
の
結
果
、
中
途
採
用
が
う
ま
く

い
っ
て
い
る
企
業
の
ほ
う
が
、
よ
り
多
く
の
情

報
源
を
活
用
し
て
人
材
要
件
を
設
計
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
中

途
採
用
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
企
業
で
は
、
①

事
業
部
長
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
②
経
営
者
の

考
え
る
自
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
、
③
長
期
的
な
育
成

方
針
、
④
育
成
方
針
の
伝
統
を
踏
ま
え
て
、
中

途
採
用
の
人
材
要
件
を
設
計
し
て
い
た
。
つ
ま

り
、
中
途
採
用
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
企
業
で

は
、
事
業
部
長
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
経
営
者

の
考
え
る
自
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
る
こ
と

で
戦
略
と
の
調
整
を
行
い
、
採
用
後
の
育
成
方

　

新
卒
採
用
と
中
途
採
用
は
別
個
に
独
立
し
て

語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。「
中
途
採
用
は
現
場

主
導
で
や
っ
て
い
て
、
新
卒
採
用
は
全
社
的
な

案
件
だ
か
ら
ま
っ
た
く
異
な
る
」
と
い
う
声
は
、

採
用
担
当
者
か
ら
よ
く
聞
か
れ
る
。

　

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
実
施
し
た
、
東
証
1

部
上
場
企
業
の
人
事
部
を
対
象
と
し
た
「
人
材

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
調
査
2
0
1
5
」
に
よ
る
と
、

必
ず
し
も
「
新
卒
採
用
」
と
「
中
途
採
用
」
は

分
断
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
戦
略
性
を

持
っ
て
採
用
活
動
を
し
て
い
る
企
業
は
、「
新

卒
採
用
」
と
「
中
途
採
用
」
の
双
方
で
成
果
を

出
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
成
功
の
鍵
は
「
中

途
採
用
」
と
い
う
結
果
が
出
た
。

　

ま
ず
、
採
用
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
企
業
を

採用者が辞めやすい企業群

採用者が辞めにくい企業群

新
卒
採
用
が
巧
み
な
企
業
群

新
卒
採
用
が
苦
手
な
企
業
群

明確な
関係性がない

採用者が辞めやすい企業群

採用者が辞めにくい企業群

中
途
採
用
が
巧
み
な
企
業
群

中
途
採
用
が
苦
手
な
企
業
群

強い関係性がある

中途採用と新卒採用を
分ける意味はあるのか

リクルートワークス研究所  研究員  碇 邦生

中途採用が巧みな企業と採用者が
離職しにくい企業の関係性

図表4

新卒採用が巧みな企業と採用者が
離職しにくい企業の関係性

図表5

Column
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人
口
減
少
が
進
む
日
本
で
は
、
深
刻
な
人

材
不
足
が
起
き
始
め
て
い
る
。
失
業
率
や
有

効
求
人
倍
率
は
改
善
を
続
け
、
既
に
20
年
来

の
水
準
に
達
し
た
。
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス

研
究
所
の
2
0
1
5
年
の
「
中
途
採
用
実
態

調
査
」
で
も
、「
応
募
者
を
集
め
に
く
か
っ

た
」
38
・
8
％
、「
人
数
を
確
保
で
き
な
か
っ

た
」
46
・
7
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
も
、
こ
の
傾
向
は
、
今
後
も
続
く
と

予
想
さ
れ
る
。
リ
ク
ル
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
に
よ
る
2
0
1
3
年
の

調
査
で
は
、
79
・
9
％
も
の
企
業
が
、

2
0
2
5
年
に
は
「
優
秀
な
人
材
の
確
保
が

現
在
よ
り
難
し
く
な
っ
て
い
る
」
と
回
答
し

て
い
る
。

　

世
界
に
目
を
向
け
て
も
、
2
0
3
0
年
に

は
、
世
界
25
カ
国
の
う
ち
、
日
本
を
含
む
15

カ
国
で
人
材
不
足
が
起
き
、
と
り
わ
け
ハ
イ

ス
キ
ル
な
人
材
で
そ
の
傾
向
が
顕
著
に
な
る

と
、
ボ
ス
ト
ン 

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ 

グ
ル
ー

プ
は
2
0
1
4
年
発
行
の
報
告
書
「
ザ
・
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ス
・
ク
ラ
イ
シ

ス
」
で
予
測
す
る
。

　

人
材
獲
得
は
組
織
の
競
争
優
位
に
直
結
す

る
。
企
業
は
こ
の
構
造
変
化
を
打
破
す
べ
く
、

人
材
採
用
を
戦
略
的
に
高
度
化
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
日
常
会
話
で
耳
に
す
る
「
と
も

か
く
優
先
課
題
と
し
て
尽
力
す
る
」
と
い
う

精
神
論
に
近
い
「
戦
略
的
」
で
は
な
く
、
具

体
的
な
技
法
を
と
も
な
っ
た
、
正
し
い
意
味

で
の
「
戦
略
的
」
に
。

採
用
が
経
営
課
題
で

な
く
な
っ
た
理
由

　

し
か
し
現
状
の
採
用
は
そ
う
で
は
な
い
。

採
用
は
、
戦
略
的
経
営
課
題
で
は
な
く
、
単

な
る
実
務
課
題
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

採
用
が
い
つ
の
ま
に
か
実
務
課
題
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
。

　

高
度
経
済
成
長
期
の
頃
は
、
企
業
は
終
身

雇
用
を
前
提
に
、
高
卒
の
新
卒
正
社
員
と
、

将
来
の
幹
部
候
補
と
し
て
の
少
数
の
大
卒
の

正
社
員
を
中
心
に
採
用
を
行
っ
て
い
た
。

　

今
や
大
卒
採
用
は
高
卒
採
用
の
倍
の
規
模

に
な
っ
て
い
る
が
、
1
9
7
0
年
代
、
80
年

代
は
、
ま
っ
た
く
逆
で
、
高
卒
採
用
が
大
卒

採
用
の
倍
の
規
模
だ
っ
た
。
高
卒
採
用
は
、

職
業
安
定
法
で
高
校
と
公
的
職
業
安
定
所
が

連
携
し
て
採
用
を
行
う
こ
と
が
決
め
ら
れ
て

い
る
た
め
、
学
生
の
「
自
由
応
募
」
な
ら
ぬ
、

企
業
の
「
自
由
採
用
」
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き

な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、「
新
卒
偏
重
の
採
用
論
議
を
排
す
」

で
デ
ー
タ
を
紹
介
し
た
よ
う
に
、
30
年
前
は

非
正
規
採
用
の
規
模
も
、
今
と
は
比
較
に
な

ら
な
い
ほ
ど
、
小
さ
か
っ
た
。

　

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
1
9
9
0
年
代
後
半
、

こ
の
状
況
に
変
化
が
起
き
た
。
非
正
規
採
用

が
急
速
に
拡
大
し
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト

戦略的採用の
フレームワーク
The Framework of Strategic Recruitment

戦略的採用を行うために開発したフレームワークを紹介する。
採用を局所的オペレーションではなく、
5つのパースペクティブからなる経営活動とみなす。
採用を対象者の属性ではなく目的によって分類する。
採用活動の中心に採用ハブという概念を置くのが特徴だ。

リクルートワークス研究所
労働政策センター長／主任研究員

中村天江
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戦略と採用の
一貫性

成果を次に反映する
フィードバックループ

多様な関係者の
コーディネーション

採用と内部制度の
整合性

募集・選抜の
プロセスマネジメント

タ
イ
マ
ー
が
、
企
業
の
基
幹
業
務
を
担
う
よ

う
に
な
っ
た
。
高
卒
採
用
と
大
卒
採
用
の
数

自
体
も
逆
転
し
た
。

　

し
か
も
、
時
を
同
じ
く
し
て
、
企
業
は
成

果
主
義
を
導
入
し
、
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
浸
透
に
と
も
な
い
、
採
用
現
場
で
も

積
極
的
に
I
T
ツ
ー
ル
を
使
う
よ
う
に
な
っ

た
。
採
用
の
各
工
程
は
デ
ー
タ
で
可
視
化
さ

れ
、
数
字
に
も
と
づ
く
P
D
C
A
（
P
l
a
n

↓
D
o
↓
C
h
e
c
k
↓
A
c
t
）
サ
イ
ク
ル

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

採
用
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
に
躍
り
出
た
、

大
卒
正
社
員
採
用
と
非
正
規
採
用
。
特
に
大

企
業
の
大
規
模
な
そ
れ
ら
に
は
、
募
集
・
選

抜
の
過
程
で
膨
大
な
タ
ス
ク
と
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
発
生
し
、
そ
れ
が
何
度
も
繰
り
返
さ

れ
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
巧
拙
が
、
採
用
の
成
否
を
分
け
る
。

　

自
ず
と
、
募
集
・
選
抜
の
精
度
を
い
か
に

向
上
さ
せ
る
か
に
、
企
業
は
注
力
す
る
よ
う

に
な
る
。
企
業
が
煩
雑
な
募
集
・
選
抜
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
採
用
担
当
者
や
現
場
に
委
ね

た
結
果
、
逆
説
的
に
、
採
用
が
経
営
者
の
本

質
的
な
関
心
か
ら
外
れ
て
い
っ
た
。

　

募
集
・
選
抜
の
プ
ロ
セ
ス
改
善
は
、
採
用

の
要
諦
で
は
あ
る
が
、
採
用
の
す
べ
て
で
は

な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
て
、
採

用
と
募
集
・
選
抜
プ
ロ
セ
ス
が
、
同
一
視
さ

れ
る
事
態
が
生
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
採
用
を
企
業
経
営
の
根
幹
を

な
す
活
動
と
し
て
、
依
然
重
要
な
経
営
課
題

と
み
な
す
一
部
の
企
業
と
、
採
用
を
実
務
課

題
と
み
な
す
企
業
が
併
存
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

経
営
の
視
点
で
採
用
を
と
ら
え
直
す

経
営
学
に
お
け
る

「
戦
略
的
」の
定
義

　

近
年
、
環
境
変
化
に
よ
り
、
人
材
の
量
を

確
保
す
る
の
も
、
質
を
確
保
す
る
の
も
、
難

し
く
な
っ
て
い
る
。
ま
し
て
や
、
こ
こ
に
人

材
獲
得
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド
も
要
求
さ
れ
る
。

こ
の
事
態
を
乗
り
越
え
る
に
は
、
募
集
・
選

抜
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
だ
け
で
な
く
、
採
用
全

体
を
見
直
す
必
要
が
出
て
く
る
。

　

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
採
用
を
経
営
の
視

点
で
包
括
的
に
と
ら
え
る
「
戦
略
的
採
用
」

の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
、
経
営
学
の
研
究
知

見
を
ベ
ー
ス
に
構
築
し
た
。

　
「
戦
略
的
」
と
は
、
人
に
よ
っ
て
解
釈
が
多

様
で
あ
る
。
実
は
、
経
営
学
に
お
い
て
も
「
戦

略
」
に
関
す
る
統
一
さ
れ
た
定
義
は
な
い
。

戦略的採用のパースペクティブ図表1
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マ
ギ
ル
大
学
の
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ン
ツ
バ
ー
グ

教
授
ら
は
、
戦
略
論
の
領
域
に
お
け
る
、
経

営
戦
略
の
と
ら
え
方
を
10
の
学
派
に
分
類
し

て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
派
に
属
す
る
研

究
者
の
中
で
も
、
戦
略
の
定
義
は
完
全
に
は

一
致
し
な
い
こ
と
が
多
々
あ
る
。

　

た
だ
、
あ
え
て
細
部
を
捨
象
し
て
と
ら
え

る
な
ら
ば
、
経
営
戦
略
と
は
、
企
業
が
持
続

可
能
な
競
争
優
位
を
獲
得
す
る
た
め
に
行
う
、

複
雑
な
外
部
環
境
へ
の
大
局
的
な
対
峙
方
針

で
あ
る
。
こ
の
戦
略
に
も
と
づ
き
、
目
標
を

実
現
す
る
戦
術
が
決
定
さ
れ
、
遂
行
さ
れ
る
。

戦
術
遂
行
は
、
外
部
環
境
と
内
部
資
源
の
相

互
作
用
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
活
動
と
な
る
た
め
、
経
営
戦
略
の
実
現

は
往
々
に
し
て
難
易
度
が
高
い
も
の
と
な
る
。

　

一
方
、
同
じ
く
経
営
学
の
一
大
領
域
で
あ

る
人
的
資
源
管
理
論
に
お
い
て
は
、「
戦
略

的
」
で
あ
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
も
う
少

し
共
通
し
た
認
識
が
あ
る
。

　

こ
の
領
域
の
大
家
で
あ
る
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ

イ
ナ
大
学
の
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ラ
イ
ト
教
授
は
、

「
戦
略
的
な
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
戦
略

と
整
合
的
な
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
設
計
や

遂
行
の
パ
タ
ー
ン
」
だ
と
述
べ
る
。
端
的
に

言
っ
て
し
ま
え
ば
「
戦
略
的
」
と
は
、（
戦
略

の
中
身
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
）「
戦
略
と
整

合
的
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
は
、
戦

略
そ
の
も
の
を
研
究
対
象
と
す
る
戦
略
論
に

対
し
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
戦

略
と
の
関
係
性
を
研
究
す
る
人
的
資
源
管
理

論
の
立
場
の
違
い
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
経
営
戦
略
と
整
合

的
な
採
用
を
「
戦
略
的
採
用
」
と
定
義
す
る

と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
い
。

戦
略
的
採
用
の

パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ

　

人
材
採
用
に
は
、
欠
員
補
充
や
、
新
規
事

業
の
た
め
の
人
員
強
化
、
次
世
代
経
営
者
の

確
保
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
が
あ
る
。

　

リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
の
「
中
途

採
用
実
態
調
査
2
0
1
5
」
に
よ
れ
ば
、
企

業
が
中
途
採
用
と
実
施
す
る
理
由
は
、「
欠
員

補
充
の
た
め
」
が
70
・
4
％
、「
新
事
業
や
新

規
出
店
の
た
め
人
材
が
必
要
に
な
っ
た
」
が

25
・
1
％
で
あ
る
。
か
た
や
、
将
来
の
経
営

幹
部
候
補
を
確
保
す
る
た
め
の
新
卒
採
用
が
、

見
方
を
変
え
れ
ば
、
組
織
の
人
員
構
成
を
維

持
す
る
た
め
の
、
大
規
模
な
欠
員
補
充
に
な

っ
て
い
る
実
態
も
あ
る
（「
新
卒
偏
重
の
採
用

論
議
を
排
す
」
参
照
）。

　

こ
の
よ
う
に
採
用
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
目
的

が
あ
る
が
、
経
営
上
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
、

組
織
の
競
争
優
位
を
強
化
し
て
い
く
た
め
の

人
材
採
用
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、

「
戦
略
的
採
用
」
と
は
、
次
の
3
つ
の
条
件
を

満
た
す
も
の
だ
と
定
義
す
る
。

 ・
組
織
の
競
争
優
位
の
源
泉
と
な
る
人
材
の

採
用
で
あ
る

 ・
そ
の
よ
う
な
人
材
を
獲
得
す
る
た
め
の
方

法
が
意
図
的
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る

 ・
状
況
に
応
じ
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
採
用
を

変
え
て
い
く

　

つ
ま
り
、
戦
略
的
採
用
と
は
、
経
営
・
事

業
戦
略
を
実
現
す
る
た
め
の
人
材
採
用
で
あ

り
、
そ
の
採
用
を
実
現
す
る
た
め
に
募
集
や

選
抜
の
方
法
が
つ
く
り
込
ま
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
採
用
の
結
果
や
、
外
部
環
境
の
変
化

を
受
け
て
、
動
的
に
採
用
を
進
化
さ
せ
る
一

連
の
活
動
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
戦
略
的
採
用
に
は
、
9
ペ
ー

ジ
の
図
表
1
に
あ
る
よ
う
に
、
次
の
5
つ
の

パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
が
必
要
で
あ
る
。

1
．
募
集
・
選
抜
の
プ
ロ
セ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

2
．
戦
略
と
採
用
の
一
貫
性

3
．
多
様
な
関
係
者
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

4
．
採
用
と
内
部
制
度
の
整
合
性

5
．
成
果
を
次
に
反
映
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

　
　

ル
ー
プ

　

第
1
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
「
募
集
・
選

抜
の
プ
ロ
セ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
関
し
て

は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
実
務
の
う
え
で
も
、

学
術
的
に
も
、
既
に
膨
大
な
知
見
が
あ
り
、

日
々
増
え
続
け
て
い
る
。
企
業
も
、
職
務
の

定
義
や
人
材
要
件
の
設
定
、
母
集
団
形
成
、

応
募
者
へ
の
対
応
な
ど
、「
募
集
・
選
抜
の
プ

ロ
セ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
大
変
な
パ
ワ
ー

を
か
け
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
へ
の
過
度

な
傾
注
が
、
翻
っ
て
、
採
用
の
進
化
を
妨
げ

て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
残
り
の
4
つ
の
パ

ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
に
つ
い
て
概
説
す
る
。
ま

ず
、「
戦
略
と
採
用
の
一
貫
性
」
に
つ
い
て
考

察
し
、
新
た
な
採
用
分
類
を
紹
介
す
る
。
次

に
、
採
用
の
変
革
を
進
め
る
う
え
で
盲
点
と

な
り
や
す
い
「
多
様
な
関
係
者
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
採
用
と
内
部
制
度
の
整

合
性
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
最
後
に
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
採
用
を
進
化
さ
せ
る
た
め
に

重
要
な
「
成
果
を
次
に
反
映
す
る
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
ル
ー
プ
」
を
示
す
、
戦
略
的
採
用
の

ホ
イ
ー
ル
・
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
。
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競
争
優
位
を
強
化
す
る
た
め
の
採
用 

対
象
者
の
属
性
で
は
な
く

経
営
の
目
的
で
と
ら
え
る

　

企
業
が
人
材
採
用
に
よ
っ
て
競
争
優
位
を

獲
得
す
る
に
は
、「
戦
略
と
採
用
の
一
貫
性
」

が
重
要
な
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
と
こ

ろ
が
、
採
用
の
多
様
化
や
拡
大
に
と
も
な
い
、

近
年
、
採
用
の
経
営
上
の
目
的
が
わ
か
り
に

く
く
な
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
拡
大
基
調
に
あ
る
中
途
採
用
で

は
、
欠
員
補
充
の
た
め
の
採
用
と
、
新
規
事

業
強
化
の
た
め
の
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
の
採
用
が

混
在
す
る
。
多
く
の
基
幹
事
業
を
支
え
る
非

正
規
採
用
が
、
縁
辺
的
労
働
力
と
と
ら
え
ら

れ
て
い
た
時
代
の
な
ご
り
で
、
補
助
的
な
人

材
確
保
と
み
な
さ
れ
て
し
ま
う
風
土
も
残
っ

て
い
る
。

　

端
的
に
い
っ
て
し
ま
え
ば
、
採
用
の
重
要

性
の
判
断
が
、
雇
用
形
態
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー

の
印
象
を
投
影
す
る
形
で
行
わ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

一
般
的
に
日
本
の
採
用
は
、
新
卒
採
用
、

大
卒
採
用
、
非
正
規
採
用
、
グ
ロ
ー
バ
ル
採

用
…
…
と
、
対
象
者
の
属
性
に
よ
っ
て
分
類

さ
れ
る
。
だ
が
、
同
じ
中
途
採
用
で
も
欠
員

補
充
の
採
用
と
、
新
た
な
付
加
価
値
を
創
造

す
る
た
め
の
採
用
と
で
は
経
営
に
お
け
る
意

味
合
い
が
ま
っ
た
く
異
な
る
。
事
業
拡
大
を

支
え
る
大
規
模
な
非
正
規
採
用
に
失
敗
す
れ

ば
、
経
営
計
画
は
頓
挫
す
る
。
こ
の
場
合
、

非
正
規
採
用
の
成
功
ほ
ど
、
経
営
上
、
重
要

な
課
題
は
な
い
。
採
用
形
態
の
多
様
化
が
進

む
中
、
採
用
を
対
象
者
の
属
性
に
よ
っ
て
で

は
な
く
、
経
営
の
目
的
と
い
う
観
点
か
ら
分

類
し
直
す
必
要
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

経
営
の
目
的
に
も
と
づ
け
ば
、
人
材
採
用

は
、
組
織
の
「
競
争
優
位
を
強
化
す
る
攻
め
の

採
用
」
と
、
現
状
の
「
組
織
構
成
を
維
持
す
る

守
り
の
採
用
」
に
大
別
で
き
る
（
図
表
2
）。

新
卒
は「
攻
め
」

非
正
規
は「
守
り
」は
も
う
古
い

　

採
用
を
目
的
別
に
と
ら
え
直
す
こ
と
で
、

同
一
の
採
用
対
象
に
対
し
て
も
、
戦
略
性
の

高
い
「
攻
め
の
採
用
」
と
、
そ
う
で
は
な
い
「
守

り
の
採
用
」
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

例
え
ば
、
大
卒
正
社
員
の
新
卒
採
用
は
、

将
来
の
幹
部
候
補
の
採
用
で
も
あ
り
、
最
も

重
要
な
採
用
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
そ
れ
は
毎
年
定

期
的
に
、
募
集
・
選
抜
の
膨
大
な
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
発
生
す
る
採
用
で
あ
り
、
な
す
べ

攻めの採用 守りの採用

競争優位を
強化する採用

組織構成を
維持する採用

●事業変革のための経験者採用

●経営戦略と連動した新卒採用

●事業拡大のための大規模非正規採用

●グローバル化のための外国人採用

●欠員補充の経験者採用

●ルーティン化した新卒採用

●補助業務の個別の非正規採用

●人材不足対策としての外国人採用

「攻めの採用」と「守りの採用」図表2
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き
業
務
が
ル
ー
テ
ィ
ン
化
し
や
す
い
。

　

そ
の
結
果
、
同
じ
新
卒
採
用
で
あ
っ
て
も
、

企
業
に
よ
っ
て
、
取
り
組
み
姿
勢
に
濃
淡
が

生
ま
れ
て
い
る
。
次
世
代
の
経
営
を
担
う
人

材
採
用
と
し
て
、
長
期
的
な
事
業
戦
略
の
方

向
性
と
整
合
を
は
か
り
な
が
ら
、
刻
々
と
変

わ
る
外
部
環
境
に
適
合
す
べ
く
、
毎
年
、
取

り
組
み
を
進
化
さ
せ
て
い
く
企
業
が
あ
る
一

方
で
、
単
な
る
定
期
採
用
と
し
て
、
毎
年
同

じ
こ
と
を
繰
り
返
し
続
け
て
い
る
だ
け
の
企

業
が
、
両
極
に
存
在
す
る
の
だ
。

　

後
者
の
場
合
、
若
年
人
口
の
減
少
や
産
業

構
造
の
変
化
に
よ
り
、
緩
や
か
に
採
用
力
を

落
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
卒
採

用
と
い
う
だ
け
で
重
要
な
採
用
と
み
な
す
社

内
の
価
値
観
が
、
変
革
を
阻
害
し
て
い
る
。

新
卒
採
用
が
、
競
争
優
位
を
強
化
す
る
「
攻

め
の
採
用
」
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
単
に
定

期
採
用
を
繰
り
返
し
て
い
る
だ
け
な
の
か
、

と
い
う
観
点
か
ら
の
再
点
検
が
必
要
と
な
る

だ
ろ
う
。

　

新
卒
採
用
と
は
逆
の
事
態
が
発
生
し
て
い

る
の
が
、
非
正
規
採
用
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス

経
済
化
の
進
展
に
と
も
な
い
、
事
業
運
営
の

根
幹
を
非
正
社
員
が
支
え
て
い
る
企
業
が
増

え
て
い
る
。
特
に
出
店
計
画
や
事
業
拡
大
な

ど
、
事
業
の
成
長
マ
ッ
プ
を
多
数
の
ア
ル
バ

イ
ト
や
契
約
社
員
の
確
保
を
前
提
と
し
て
描

く
企
業
は
多
い
。

　

社
員
が
受
け
取
る
賃
金
の
水
準
が
、
企
業

が
社
員
に
求
め
る
労
働
付
加
価
値
の
大
き
さ

を
判
断
す
る
重
要
な
指
標
で
あ
る
と
考
え
る

と
、
非
正
社
員
一
人
ひ
と
り
に
求
め
る
そ
れ

は
必
ず
し
も
大
き
く
な
い
。
し
か
し
、
非
正

社
員
を
大
量
に
雇
用
し
て
い
る
企
業
に
お
い

て
は
、
そ
の
総
和
は
極
め
て
大
き
く
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
非
正
規
採
用
は
、
重
要
な
経

営
課
題
に
他
な
ら
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

非
正
規
採
用
だ
か
ら
と
、
現
場
任
せ
に
し
、

経
営
が
あ
え
て
そ
の
問
題
に
踏
み
込
ま
な
い

企
業
が
少
な
く
な
い
。

　

一
方
で
、
飲
食
業
や
小
売
業
と
い
っ
た
人

材
不
足
が
深
刻
な
業
界
で
は
、
ア
ル
バ
イ
ト

に
留
学
生
な
ど
の
外
国
人
を
採
用
す
る
企
業

が
増
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
採
用
は
、
一
義

的
に
は
、
組
織
構
成
を
維
持
す
る
た
め
の「
守

り
の
採
用
」
が
少
な
く
な
い
。
だ
が
、
観
光

立
国
を
目
指
す
わ
が
国
に
お
い
て
、
外
国
人

社
員
が
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
や
、
彼
ら
彼
女

ら
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
通
じ
て
得
た
知
見
が
、

事
業
の
成
長
に
大
き
く
寄
与
す
る
可
能
性
は

高
い
。
実
際
、
外
国
人
社
員
が
働
い
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、
外
国
人
客
の
利
用
が
増
え
た

企
業
も
出
て
き
て
い
る
。

　

そ
の
意
味
で
、
組
織
構
成
を
維
持
す
る
た

め
の
外
国
人
採
用
が
、
新
た
な
競
争
優
位
獲

得
を
生
み
出
す
「
攻
め
の
採
用
」
に
転
じ
る

可
能
性
が
あ
る
。

　

中
途
採
用
で
も
、
欠
員
補
充
と
、
社
内
に

い
な
い
異
能
人
材
の
採
用
を
、
同
列
の
採
用

と
み
な
す
弊
害
が
出
て
き
て
い
る
。

　

欠
員
補
充
の
採
用
で
は
、
前
任
者
同
様
の

経
験
・
知
識
を
有
し
た
経
験
者
を
採
用
し
、

そ
の
人
材
に
こ
れ
ま
で
通
り
の
業
務
を
即
戦

力
と
し
て
担
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
、
企

業
の
本
音
だ
ろ
う
。

　

だ
が
、
後
者
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
新
規

事
業
拡
大
を
期
待
す
る
採
用
で
は
、
も
っ
と

丁
寧
に
〝
地
な
ら
し
〞
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
新
し
い
こ
と
を
行
う
の
は
、
社

内
の
人
材
で
あ
っ
て
も
軋
轢
を
と
も
な
う
も

の
だ
か
ら
だ
。
外
部
か
ら
来
た
異
能
人
材
が

そ
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
受
け
入
れ

体
制
を
整
備
す
る
こ
と
に
も
採
用
の
延
長
と

し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
同
じ
採
用
対
象
に
対
し
て
、

「
攻
め
の
採
用
」
と
「
守
り
の
採
用
」
が
あ
り

う
る
。
そ
し
て
、
採
用
を
成
功
さ
せ
る
た
め

に
注
力
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
、
ど
ち
ら
の
採

用
か
に
よ
っ
て
異
な
る
。

競
争
優
位
を
築
く
ま
で
の
期
間
と

採
用
で
獲
得
す
る
能
力

　

こ
の
よ
う
に
、
競
争
優
位
の
獲
得
と
い
う

観
点
か
ら
と
ら
え
る
と
、
採
用
と
い
う
も
の

が
違
っ
て
み
え
て
く
る
は
ず
だ
。「
攻
め
の
採

用
」
の
中
身
を
、
さ
ら
に
考
察
し
て
み
よ
う
。

　

企
業
が
採
用
に
よ
っ
て
成
果
を
上
げ
、
競

争
優
位
を
獲
得
す
る
形
態
を
、「
成
果
の
源

泉
」
と
「
競
争
優
位
を
築
く
ま
で
の
期
間
」

と
い
う
2
軸
の
マ
ト
リ
ク
ス
で
分
類
し
た
の

が
図
表
3
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
経
営
と
し
て
、
競
争
優
位
を
も
た

ら
す
事
業
の
「
成
果
の
源
泉
」
を
、
一
個
人

の
採
用
に
よ
っ
て
実
現
し
よ
う
と
す
る
の
か
、

組
織
と
し
て
実
現
し
よ
う
と
す
る
の
か
と
い

う
軸
を
設
定
し
た
。
前
者
は
、
ヘ
ッ
ド
ハ
ン

テ
ィ
ン
グ
や
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
採
用
な
ど
、

個
人
の
能
力
発
揮
に
期
待
し
た
、
い
わ
ゆ
る

タ
レ
ン
ト
採
用
、
後
者
は
、
一
定
以
上
の
数

の
確
保
を
と
も
な
う
組
織
力
の
向
上
を
目
的

と
し
た
採
用
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
の
軸
を
、
採
用
に

よ
っ
て
「
競
争
優
位
を
築
く
ま
で
の
期
間
」

と
し
た
。
終
身
雇
用
が
根
付
い
て
い
た
日
本

で
は
、
従
来
、
そ
の
期
間
は
長
か
っ
た
も
の

だ
が
、
競
争
環
境
が
激
し
く
な
る
に
と
も
な

い
、
成
果
を
あ
げ
る
ま
で
に
期
待
さ
れ
る
期

間
が
短
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

「
成
果
の
源
泉
」
を
個
人（
T
a
l
e
n
t
）・

組
織
（
O
r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n
）
の
い

ず
れ
に
求
め
る
の
か
、「
競
争
優
位
を
築
く
ま

で
の
期
間
」
と
し
て
長
期
（
L
o
n
g 

t
e
r
m
）、
短
期
（
S
h
o
r
t 

t
e
r
m
）

の
ど
ち
ら
を
想
定
し
て
い
る
の
か
、
の
組
み

合
わ
せ
か
ら
、
採
用
を
、
T
L
、
T
S
、
O
L
、

O
S
の
4
タ
イ
プ
で
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

な
お
、
前
で
指
摘
し
た
新
卒
採
用
や
非
正

規
採
用
で
起
き
て
い
る
矛
盾
は
、
時
代
の
変
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化
と
と
も
に
採
用
タ
イ
プ
の
転
換
が
起
き
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
の
イ
メ
ー
ジ

が
そ
の
ま
ま
投
影
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
起
因

し
て
い
る
。

　

ど
う
い
う
こ
と
か
。
大
卒
正
社
員
採
用
は
、

高
卒
採
用
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
時
代
は
、
少

数
精
鋭
の
T
L
タ
イ
プ
の
採
用
だ
っ
た
が
、

進
学
率
の
上
昇
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
現
在

は
そ
の
大
半
が
O
L
タ
イ
プ
に
移
行
し
て
い

る
。
一
方
、
即
戦
力
を
求
め
る
中
途
採
用
は

T
S
タ
イ
プ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
が
、
近

年
で
は
次
世
代
経
営
者
候
補
を
採
用
し
よ
う

と
す
る
企
業
が
出
て
き
て
お
り
、
中
途
採
用

の
中
に
T
L
L
タ
イ
プ
が
混
在
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
非
正
規
採
用
は
、
従
来
は
競
争

優
位
を
強
化
す
る
た
め
の
「
攻
め
の
採
用
」

で
は
な
く
、
現
状
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
維

持
す
る
「
守
り
の
採
用
」
と
い
う
性
格
が
強

か
っ
た
が
、
昨
今
は
、
O
S
タ
イ
プ
の
筆
頭

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
環
境
変
化

に
よ
っ
て
、
経
営
に
お
け
る
採
用
の
意
味
が

変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
だ
。

　

重
要
な
の
は
、
企
業
が
競
争
優
位
を
築
い

て
い
く
た
め
の
人
材
獲
得
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

タ
イ
プ
が
あ
り
え
、
そ
の
重
要
性
は
、
経
営
・

事
業
戦
略
と
の
整
合
性
に
よ
っ
て
の
み
評
価

さ
れ
る
べ
き
と
い
う
こ
と
だ
。
T
L
、
T
S
、

O
L
、
O
S
、
そ
れ
ぞ
れ
の
採
用
タ
イ
プ
に

応
じ
て
、
募
集
・
選
抜
の
方
法
、
さ
ら
に
は

受
入
れ
の
仕
方
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
が
、
採

用
の
成
功
に
つ
な
が
る
。

採
用
の
進
化
を
阻
む
2
つ
の
盲
点

当
た
り
前
す
ぎ
て
見
落
と
す

関
係
者
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョン

　

第
3
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
で
あ
る
「
多

様
な
関
係
者
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、

そ
の
重
要
性
に
比
し
て
、
盲
点
と
な
り
や
す

い
。
多
様
な
関
係
者
間
の
合
意
形
成
や
協
業

は
、
企
業
活
動
の
基
盤
で
あ
る
た
め
、
こ
と

さ
ら
に
強
調
す
る
必
要
性
が
な
い
よ
う
に
み

え
る
か
ら
だ
。

　

だ
が
、
他
の
企
業
活
動
と
違
い
、
求
職
者

に
は
多
様
な
関
係
者
の
対
応
す
べ
て
が
企
業

全
体
の
対
応
と
み
え
る
採
用
に
は
、
関
係
者

の
連
携
や
認
識
を
揃
え
る
必
要
性
が
高
い
と

い
う
特
徴
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
近
年
、
ア
ウ

ト
ソ
ー
サ
ー
含
め
、
採
用
に
関
わ
る
プ
レ
イ

ヤ
ー
が
増
加
し
て
お
り
、
採
用
に
お
け
る
関

係
者
間
の
連
携
の
重
要
性
は
増
し
て
い
る
。

　

実
際
、
採
用
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
企
業

組織単位で長期成果
（例）開発エンジニアの

大量採用

OL type

組織単位で短期成果
（例）新規事業の非正規

大量採用

OS type

個人単位で長期成果
（例）経営者候補の

新卒選抜採用

TL type

個人単位で短期成果
（例）海外事業責任者

の経験者採用

TS type

競争優位を築くまでの期間

研
究
対
象

成
果
の
源
泉

ong termL

alentT

rganizationO

hort termS

「攻めの採用」の4タイプ図表3
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で
は
、
経
営
層
か
ら
、
リ
ク
ル
ー
タ
ー
を
つ
と

め
る
社
員
ま
で
、
採
用
目
標
の
理
解
や
そ
の
達

成
に
向
け
て
の
協
力
体
制
が
社
内
に
で
き
あ
が

っ
て
い
る
。
逆
に
、
採
用
に
対
す
る
経
営
者
の

関
心
や
現
場
の
協
力
が
不
十
分
な
企
業
で
は
、

難
易
度
の
高
い
採
用
は
頓
挫
し
や
す
い
。

　

戦
略
的
採
用
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
は
、

採
用
に
関
わ
る
組
織
を
、
企
業
レ
ベ
ル
、
部

署
レ
ベ
ル
、
個
人
レ
ベ
ル
の
3
階
層
に
分
け

て
考
え
る
。

　

企
業
レ
ベ
ル
は
、
経
営
者
や
役
員
な
ど
、
企

業
経
営
の
視
点
で
の
意
思
決
定
者
の
視
界
で

あ
る
。
部
署
レ
ベ
ル
は
、
受
入
れ
部
門
や
採

用
ニ
ー
ズ
が
発
生
す
る
部
や
課
の
視
界
と
な

る
。
個
人
レ
ベ
ル
は
、
面
接
官
や
リ
ク
ル
ー

タ
ー
な
ど
、
募
集
・
選
抜
な
ど
に
関
わ
る
個

人
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
企
業
の
採
用
活
動
を

表
す
た
め
、
個
人
レ
ベ
ル
に
応
募
者
や
候
補

者
は
含
め
な
い
。

　

後
に
紹
介
す
る
、
戦
略
的
採
用
に
お
け
る

新
た
な
理
論
枠
組
み
を
提
示
し
た
、
い
ず
れ

も
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
の
ジ
ー
ン
・
フ
ィ

リ
ッ
プ
ス
教
授
お
よ
び
ス
タ
ン
・
ガ
リ
ー
教

授
の
功
績
の
ひ
と
つ
は
、
採
用
に
お
け
る
「
多

様
な
関
係
者
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
の

重
要
性
を
指
摘
し
た
こ
と
だ
。

　

採
用
を
進
化
さ
せ
て
い
く
う
え
で
、
も
う

ひ
と
つ
盲
点
と
な
る
の
が
、
第
4
の
パ
ー
ス

ペ
ク
テ
ィ
ブ
「
採
用
と
内
部
制
度
の
整
合
性
」

で
あ
る
。

採
用
の
変
革
に
は

採
用
以
外
の
変
革
が
必
要

　

図
表
4
の
左
の
図
が
示
す
よ
う
に
、
人
材

採
用
や
外
部
人
材
の
活
用
な
ど
の
人
材
調
達

は
、
報
酬
制
度
や
能
力
開
発
な
ど
と
並
ぶ
、

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
H
R
M
＝
H
u
m
a
n 

R
e
s
o
u
r
c
e 

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
）

シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
要
素
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
①
か
ら
⑥
の
こ
れ
ら
H
R
M
の
内
部
制

度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
て
存
在
し
て
い

る
の
で
な
く
、
相
互
に
補
完
・
依
存
関
係
に

あ
る
。

　

一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
日
本
的
雇
用
シ
ス
テ

ム
の
も
と
で
は
、
⑥
終
身
雇
用
を
前
提
に
、
①

新
卒
採
用
を
行
い
、
②
全
社
的
な
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
、
③
企
業
特
殊
的
能
力
開
発

を
行
っ
て
い
く
。
こ
れ
ら
は
、
④
年
功
賃
金

や
、
⑤
職
能
資
格
制
度
と
も
密
接
な
関
係
が

あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
採
用
や
、
能
力
開
発
と
い
っ

た
、
H
R
M
シ
ス
テ
ム
の
あ
る
内
部
制
度
を

変
革
し
よ
う
と
す
る
と
、
芋
づ
る
式
に
、
他

の
内
部
制
度
も
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

る
。
こ
の
よ
う
に
内
部
制
度
の
整
合
を
保
っ

て
、
変
革
を
起
こ
す
の
は
非
常
に
難
し
い
。

　

こ
の
H
R
M
シ
ス
テ
ム
と
同
様
の
こ
と
が
、

図
表
4
の
右
の
図
の
人
材
採
用
シ
ス
テ
ム
で

も
い
え
る
。
採
用
は
、
①
募
集
・
選
抜
だ
け

人材マネジメント（HRM）システム

⑥
雇
用
保
障

⑤
評
価
制
度

④
報
酬
制
度

③
能
力
開
発

②
配
置

①
人
材
調
達（
採
用
）

人材マネジメント（HRM）方針の設計

人材マネジメント（HRM）の成果

内部制度の整合性

人材採用システム

⑥
雇
用
期
間

⑤
評
価
基
準

④
給
与
・
福
利
厚
生

③
入
社
後
教
育

②
配
属
先

①
募
集
・
選
抜

 採用方針の設計

 採用の成果

内部制度の整合性

人材マネジメント（HRM）と採用における内部制度の整合性図表4
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で
な
く
、
②
配
属
先
や
、
③
入
社
後
教
育
、
⑥

雇
用
期
間
と
不
可
分
で
あ
る
。
例
え
ば
、
新

卒
採
用
で
は
、
⑥
正
社
員
雇
用
（
雇
用
保
障
）

の
も
と
、
①
学
卒
時
に
集
中
的
に
募
集
・
選

抜
し
、
②
本
社
人
事
部
が
全
社
視
点
で
配
属

先
を
決
定
し
、
③
入
社
後
に
能
力
開
発
を
行

っ
て
い
る
。

　

こ
の
構
造
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
募
集
・
選
抜
が
、
何
ら
か
の
理
由
で

う
ま
く
い
か
な
く
な
り
、
抜
本
的
に
見
直
そ

う
と
す
る
と
、
②
か
ら
⑥
の
内
部
制
度
と
の

整
合
性
も
考
慮
し
な
が
ら
変
革
を
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

思
考
停
止
に
な
ら
ず

前
提
か
ら
見
直
す

「
採
用
と
内
部
制
度
の
整
合
性
」
と
い
う
問

題
が
如
実
に
表
れ
る
の
が
、
傑
出
し
た
能
力
・

経
験
を
有
す
タ
レ
ン
ト
を
求
め
る
T
L
、

T
O
タ
イ
プ
の
採
用
で
あ
る
。　

　

例
え
ば
、
事
業
責
任
者
の
採
用
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
ほ
し
い
。
米
国
で
は
、
日
本
に
比
べ
、

解
雇
が
比
較
的
容
易
で
、
成
果
に
よ
る
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、「
ま
ず
は

採
用
し
て
ダ
メ
な
ら
」
と
い
う
方
法
を
使
う

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
個
別
雇
用
契
約

が
交
わ
さ
れ
る
た
め
、
報
酬
を
引
き
上
げ
る

形
で
の
優
秀
な
人
材
の
獲
得
が
可
能
だ
。

　

一
方
、
日
本
で
は
解
雇
が
容
易
で
は
な
い

た
め
、
正
社
員
採
用
で
は
、
慎
重
な
選
考
を

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
さ
ら
に
、
個
別
雇
用
契

約
は
一
般
的
で
は
な
く
、
就
業
規
則
と
い
う

集
団
的
な
労
働
条
件
の
も
と
、
長
期
雇
用
を

前
提
と
し
た
モ
デ
レ
ー
ト
な
給
与
体
系
の
中

で
し
か
、
採
用
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
採

用
競
合
に
条
件
で
劣
後
し
、
競
り
負
け
る
と

い
う
こ
と
が
起
こ
る
。

　

こ
の
雇
用
期
間
（
⑥
）
と
雇
用
契
約
（
④
）

の
柔
軟
さ
が
、
採
用
の
機
動
性
を
大
き
く
左

右
す
る
。
雇
用
期
間
が
成
果
に
よ
っ
て
変
え

ら
れ
る
な
ら
、
と
も
か
く
経
営
・
事
業
戦
略

の
要
請
に
合
致
し
た
人
材
を
採
用
し
さ
え
す

れ
ば
よ
い
。
雇
用
契
約
が
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な

ら
ば
、
企
業
の
人
事
制
度
が
ど
ん
な
も
の
で

あ
っ
て
も
、
個
別
の
雇
用
契
約
で
そ
の
制
約

を
除
去
で
き
る
。
だ
が
、
雇
用
期
間
と
雇
用

契
約
が
硬
直
的
な
企
業
で
は
、
そ
れ
が
で
き

な
い
。

　

こ
の
場
合
、
採
用
難
は
、
単
な
る
募
集
・

選
抜
の
プ
ロ
セ
ス
の
問
題
で
は
な
く
、
既
存

の
人
事
制
度
か
ら
発
生
し
て
い
る
。
求
め
る

タ
レ
ン
ト
を
採
用
す
る
た
め
に
は
、
内
部
制

度
の
制
約
を
見
直
す
か
、
内
部
制
度
の
制
約

が
あ
っ
て
も
採
用
で
き
る
よ
う
に
、
人
材
要

件
を
見
直
す
か
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
採
用
担
当
者
が
募
集
・
選
抜
だ

け
に
注
力
し
て
い
る
状
況
で
は
、
こ
う
し
て

起
き
て
い
る
採
用
難
の
根
本
的
な
原
因
を
な

か
な
か
特
定
で
き
な
い
。

　

仮
に
原
因
を
特
定
で
き
て
い
た
と
し
て
も
、

採
用
担
当
者
が
他
の
人
事
制
度
を
変
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
権
限
を
有
し
て
い
な
い

限
り
、
抜
本
的
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
で

き
ず
、
必
要
な
人
材
を
採
用
で
き
な
い
ま
ま
、

漫
然
と
時
間
が
過
ぎ
て
い
く
と
い
う
事
態
に

陥
っ
て
し
ま
う
。

　

こ
れ
で
は
、
採
用
に
よ
っ
て
戦
略
を
実
現

す
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
求
め
る
採
用
と
、

既
存
の
H
R
M
シ
ス
テ
ム
に
埋
め
込
ま
れ
た

内
部
制
度
が
コ
ン
フ
リ
ク
ト
を
起
こ
し
て
い

る
中
で
、
い
か
に
採
用
を
最
適
化
し
て
い
く

の
か
。
戦
略
的
採
用
で
は
、
ど
の
前
提
ま
で

立
ち
戻
っ
て
、
採
用
を
設
計
す
る
の
か
の
デ

ザ
イ
ン
力
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。

戦
略
的
採
用
の
ホ
イ
ー
ル
を
駆
動
す
る

最
前
線
の
変
化
の
兆
し
を

採
用
活
動
に
反
映
す
る

　

第
5
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
は
「
成
果
を

次
に
反
映
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
ル
ー
プ
」

だ
。
人
材
獲
得
を
め
ぐ
る
競
争
が
厳
し
く
な

っ
て
い
る
中
で
、
従
来
通
り
の
採
用
を
続
け

て
い
る
と
、
ど
こ
か
で
思
う
よ
う
な
成
果
が

あ
が
ら
な
い
事
態
に
直
面
す
る
。

　

そ
れ
は
ま
ず
、
応
募
者
の
数
や
質
、
内
定

辞
退
率
と
い
っ
た
各
種
K
P
I
（
重
要
業
績

評
価
指
標
）
が
達
成
で
き
な
い
と
い
う
形
で

現
れ
る
。

　

採
用
の
最
前
線
で
感
じ
る
外
部
環
境
の
変
化

の
兆
し
を
受
け
、「
募
集
・
選
抜
の
プ
ロ
セ
ス
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
改
善
し
、「
関
係
者
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
を
強
化
し
、
時
に
は
さ
ら
に

「
採
用
と
内
部
制
度
の
整
合
性
」
に
ま
で
踏
み

込
ん
だ
改
革
を
行
い
、「
戦
略
と
一
貫
性
の
あ
る

採
用
」
を
実
現
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

近
年
、
採
用
が
募
集
・
選
抜
プ
ロ
セ
ス
の

P
D
C
A
と
同
一
視
さ
れ
る
傾
向
が
出
て
き
て

い
る
が
、
採
用
の
P
D
C
A
は
本
来
、
募
集
・

選
抜
プ
ロ
セ
ス
の
各
工
程
だ
け
で
な
く
、
も
っ

と
広
い
範
囲
で
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

ど
こ
ま
で
を
採
用
の
範
囲
と
み
な
す
の
か
の

意
思
決
定
と
、
そ
の
う
え
で
採
用
全
体
を
ど
う

設
計
す
る
か
が
、
戦
略
的
採
用
の
起
点
と
な
る
。

そ
し
て
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
ル
ー
プ
を
機
能
さ

せ
、
戦
略
実
現
に
結
び
つ
く
よ
う
に
採
用
の
精

度
を
高
め
て
い
く
。

　

外
部
環
境
と
の
相
互
作
用
を
前
提
と
し
た
、

こ
の
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
採
用
行
動
を
あ

ら
わ
す
の
が
「
戦
略
的
採
用
の
ホ
イ
ー
ル
・
モ

デ
ル
」（
図
表
5
）
だ
。



InputOutput

Process

HRMの前提

採用プロセス
の成果

HRMの成果

設計募集・選抜

採用プロセス
の前提

採用の前提

採用のプロセス

採用の成果

個人

部署

企業

• 採用関係者の
事業理解

• 採用関係者の
戦略理解

• 採用関係者の
人事制度理解

• 採用関係者の
ＨＲＭ知識

• 部署の目標

• 部署の中期計画

• 部署の雰囲気

• 経営／
事業戦略
• 人材ポートフォリオ
• 組織体制
• 企業風土／文化
• 人事方針
• 評価／報酬制度
• 能力開発体系

• 経営者の
コミットメント

• 組織長の
コミットメント

• 採用関係者の
熱意

• 採用関係者の
パーソナリティ

• 採用関係者の
能力、知識、
経験

• 採用活動
以外の
業務負荷• 企業レベルの人材要件設定

• 外部環境分析
• 採用マーケティング
• ＫＰＩ／モニタリングの
設定

• 組織長の
影響力

• メンバーの
採用への
アサイン

• 蓄積された
採用ノウハウ

• 要員計画
• 採用目標
• 採用予算
• 採用体制
• 提示できる雇用条件

• 育成不可能な
要件の整理

• 職種の特徴

• 業務フロー

• 募集／選抜ツールの準備

• 募集／選抜における
裁量

• 採用手法の設計

• 職種、役割レベルの
人材要件設定

• 予算の配分

• 募集／選抜の
スケジュール設計 • 採用目標の設定

• 人材要件の理解

• 募集／選抜ツールの習熟

• 自社の魅力の棚卸

• 選抜基準の理解

• 選抜基準変更の意思決定

• 進捗のモニタリング

• 合否判断

• イノベーション
   人材の獲得

• 採用目標の達成

• 次世代リーダー
候補の獲得

• 採用ブランディング

• 募集／選抜の情報管理

• 応募者対応／
選抜プロセス管理

• 各種チャネルの活用

• エージェントの活用

• 合否判断

• 応募者への
メッセージ／動機づけ

• 面接

• スカウト／
リクルーター活動

• 採用関係者の
態度／対応

• 合否判断

• 部署での
採用目標の
達成

• 新たな
タレントの
獲得

• 事業戦略に
適合した
人材の獲得

• ターゲット
の応募数

• 内定承諾率

• 採用
関係者の
目標の
達成

• 入社者の
エンゲージ
メント

• 内定承諾

• 人数の確保

• 期待以上の
質の高い
人材の採用

• 企業業績の向上
• リーダーへの成長

• 新たな事業の創造
• 企業ブランドの向上

• 部署の目標達成

• 新商品／新サービスの創出

• 業務プロセスの改善

• 部署の活性化

• スペシャリスト

• 入社者の
長期勤続

• 入社者による
イノベーションの牽引

• 入社者の成長

• 入社者の業績への貢献

• 採用関係者の
習熟

採用ハブ
・戦略にもとづき最適な
　ホイール構造を創る
・多様な関係者・要素を
  結合しシナジーを生む
・検証と設計により採用の
  精度を高めていく

成果をもとに前提を見直す

前提を踏まえ
プロセスを動かす

プロセスに
もとづいて
成果を検証する
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Output

採用プロセス
の成果

HRMの成果

採用の成果

• 面接

• 合否判断

• 部署での
採用目標の
達成

• 新たな
タレントの
獲得

• 事業戦略に
適合した
人材の獲得

• ターゲット
の応募数

• 内定承諾率

• 採用
関係者の
目標の
達成

• 入社者の
エンゲージ
メント

• 内定承諾

• 人数の確保

• 期待以上の
質の高い
人材の採用

• 入社者の
長期勤続

• 採用関係者の
習熟

プロセスに
もとづいて
成果を検証する
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戦略的採用のホイール・モデル図表5

前提（Input）→プロセス（Process）→
成果（Output）のIPO構造

企業レベル・部署レベル・個人レベルの組
織に関する3層構造

IPOと3つの組織レベルを統合する
「採用ハブ」が要となる

• 「採用の前提」はHRMの前提と採用プロセス
の前提、「採用プロセス」は設計と募集・選抜、
「採用の成果」は、採用プロセスの成果とHRM
の成果からなる

• 前提と成果には、採用そのもののものと、HRM
レベルのものがある

• 募集・選抜は、採用の一部であって、全体ではない

• 企業の採用モデルなので、個人レベルに求職
者は含まない

• 人事部やエージェント会社が代行することが
あるが、モデル上は本来その機能を持つはず
の組織階層に着目する

• 採用ハブは、戦略にもとづき採用の全体像を
デザインする

• 採用ハブは、多様な関係者・要素を結合し、最
適化する

• 採用ハブによって、フィードバックループを機
能させ、採用を進化させ続ける

組織階層の説明
個人  企業内で採用に関わる個人（例：採用担当者、面接官など）
部署  企業内で特定の機能を担うチーム・組織（例：部・課・プロジェクトチーム）
企業  採用の意思決定を行う最上位組織（例：企業、カンパニーなど）

組織階層間のコーディネーション

ホイール・モデルのポイント
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I
P
O
構
造
の
戦
略
的
採
用
の

ホ
イ
ー
ル
・
モ
デ
ル

　

戦
略
的
採
用
の
ホ
イ
ー
ル
・
モ
デ
ル
の
特

徴
は
3
つ
だ
。

　

第
一
に
、
戦
略
的
採
用
の
ホ
イ
ー
ル
・
モ

デ
ル
は
、
募
集
・
選
抜
の
プ
ロ
セ
ス
だ
け
で

な
く
、
採
用
の
前
提
と
な
る
イ
ン
プ
ッ
ト
、
採

用
の
成
果
か
ら
な
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
、
I

（
I
n
p
u
t
）↓
P（
P
r
o
c
e
s
s
）↓
O

（
O
u
t
p
u
t
）
の
3
ブ
ロ
ッ
ク
で
成
り
立

っ
て
い
る
。
モ
デ
ル
は
、
円
環
の
形
状
を
し

て
お
り
、
採
用
の
成
果
を
次
の
採
用
に
反
映

し
て
い
く
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
構
造
を
有
し
て

い
る
。

　

採
用
の
イ
ン
プ
ッ
ト
に
は
、
H
R
M
レ
ベ

ル
で
の
前
提
と
、
採
用
そ
の
も
の
の
前
提
が

あ
る
。「
H
R
M
の
前
提
」
と
は
、
企
業
レ
ベ

ル
の
経
営
戦
略
や
人
事
制
度
、
部
署
レ
ベ
ル

の
事
業
目
標
な
ど
で
あ
る
。「
採
用
プ
ロ
セ
ス

の
前
提
」
と
は
、
採
用
目
標
や
採
用
予
算
、
リ

ク
ル
ー
タ
ー
や
面
接
官
の
能
力
・
経
験
な
ど

で
あ
る
。

　

採
用
の
プ
ロ
セ
ス
は
、「
設
計
」
と
「
募

集
・
選
抜
」
か
ら
な
る
。「
設
計
」
で
は
、
経

営
・
事
業
戦
略
や
採
用
環
境
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
な
ど
を
受
け
、
K
P
I
を
設
定
し
、
募

集
・
選
抜
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
ツ
ー
ル
を
準

備
す
る
。
経
営
戦
略
と
一
貫
性
の
あ
る
採
用

を
実
現
す
る
に
は
、
採
用
の
設
計
が
極
め
て

重
要
で
あ
る
。

　

採
用
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
、「
採
用
プ
ロ
セ

ス
の
成
果
」
と
「
H
R
M
の
成
果
」
の
2
つ

か
ら
な
る
。「
採
用
プ
ロ
セ
ス
の
成
果
」
と
は
、

採
用
目
標
の
達
成
や
人
数
の
確
保
で
あ
る
。

一
方
、「
H
R
M
の
成
果
」
と
は
、
採
用
し
た

人
材
が
そ
の
後
成
長
し
、
成
果
を
あ
げ
、
そ

れ
に
よ
り
採
用
の
目
的
だ
っ
た
経
営
課
題
を

達
成
で
き
た
か
と
い
う
要
素
が
入
る
。

　

採
用
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
ル
ー
プ
を
回
し

て
い
く
う
え
で
、「
採
用
の
成
果
を
何
で
は
か

る
か
」
と
い
う
難
し
い
問
題
が
あ
る
。
そ
れ

は
ま
さ
に
、「
H
R
M
の
成
果
」
を
ど
こ
ま
で

採
用
の
成
果
と
み
な
す
か
と
い
う
問
い
に
等

し
い
。「
H
R
M
の
成
果
」
は
、
採
用
で
は
な

く
、
能
力
開
発
等
の
範
囲
だ
と
み
な
す
こ
と

も
で
き
る
。
採
用
の
成
果
を
ど
こ
に
お
く
か

の
境
界
決
定
も
ま
た
、
戦
略
的
採
用
の
重
要

な
要
素
で
あ
る
。

企
業
・
部
署
・
個
人
の

3
階
層
か
ら
な
る
ホ
イ
ー
ル

　
ホ
イ
ー
ル
・
モ
デ
ル
の
第
二
の
特
徴
は
、
企

業
レ
ベ
ル
・
部
門
レ
ベ
ル
・
個
人
レ
ベ
ル
の

3
つ
の
組
織
階
層
か
ら
な
る
こ
と
だ
。
こ
の

3
階
層
が
、「
関
係
者
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
」
に
よ
っ
て
、
有
機
的
に
連
携
し
て
い
る

ほ
ど
、
採
用
の
効
率
性
が
高
ま
る
。

「
多
様
な
関
係
者
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」

は
2
つ
の
方
向
で
強
化
で
き
る
。
ひ
と
つ
は
、

企
業
レ
ベ
ル
か
ら
個
人
レ
ベ
ル
に
向
か
う
方

向
で
、
経
営
戦
略
に
も
と
づ
き
、
人
材
獲
得

の
方
針
が
決
定
さ
れ
、
募
集
・
選
抜
が
行
わ

れ
る
過
程
で
、
企
業
レ
ベ
ル
か
ら
部
署
レ
ベ

ル
、
個
人
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
る
情
報
共
有
や

連
携
を
指
す
。

　

 

具
体
的
に
は
、
企
業
の
長
期
的
展
望
を
持

つ
経
営
者
、
眼
前
の
業
績
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て

い
る
事
業
部
の
責
任
者
、
個
人
の
経
験
や
価

値
観
が
問
わ
れ
る
リ
ク
ル
ー
タ
ー
や
面
接
官
。

同
じ
採
用
に
関
わ
る
個
人
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
個
人
が
属
す
る
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
、
採
用

に
対
す
る
態
度
や
意
思
決
定
の
基
準
が
異
な

る
な
か
、
人
材
要
件
や
合
否
の
判
定
基
準
、

求
職
者
に
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
そ
ろ

え
て
い
く
調
整
な
ど
で
あ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
個
人
レ
ベ
ル
か
ら
企
業

レ
ベ
ル
に
向
か
う
方
向
で
、
採
用
活
動
の
最

前
線
に
立
つ
個
人
が
得
た
求
職
者
の
動
向
や
、

採
用
競
争
に
お
け
る
自
社
の
状
況
、
採
用
環

境
の
変
化
の
兆
し
な
ど
の
情
報
を
、
持
ち
よ

っ
て
共
有
し
、
組
織
の
知
に
昇
華
す
る
調
整

を
指
す
。
情
報
が
個
人
に
閉
じ
ず
、
組
織
の

知
に
な
る
こ
と
で
、
採
用
活
動
の
レ
ベ
ル
が

一
段
と
ア
ッ
プ
す
る
の
だ
。

採
用
ハ
ブ
が
戦
略
的
採
用
の
精
度
を
決
め
る

ホ
イ
ー
ル
を
駆
動
す
る

採
用
ハ
ブ
が
戦
略
的
採
用
の
要

　
ホ
イ
ー
ル
・
モ
デ
ル
の
第
三
の
特
徴
は
、
ホ

イ
ー
ル
の
芯
に
「
採
用
ハ
ブ
」
が
存
在
す
る

こ
と
だ
。
採
用
ハ
ブ
は
、
採
用
の
イ
ン
プ
ッ

ト
・
プ
ロ
セ
ス
・
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
各
工
程

と
、
企
業
・
部
署
・
個
人
の
3
階
層
を
統
合

し
、
ホ
イ
ー
ル
を
駆
動
す
る
役
目
を
担
う
。

　

採
用
に
関
わ
る
多
様
な
関
係
者
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
り
、
複
雑
な
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
統
合
す
る
。
さ
ら
に
、
採
用
の

前
提
を
ふ
ま
え
プ
ロ
セ
ス
を
設
計
し
、
採
用

の
プ
ロ
セ
ス
に
も
と
づ
き
成
果
を
検
証
し
、

成
果
を
も
と
に
採
用
の
前
提
を
見
直
す
と
い

う
、
I
P
O
方
向
の
回
転
を
推
進
す
る
。
こ

の
よ
う
な
採
用
ハ
ブ
が
な
け
れ
ば
、
採
用
は

バ
ラ
バ
ラ
に
分
解
し
て
し
ま
う
。

　

つ
ま
り
、
採
用
ハ
ブ
の
3
つ
の
機
能
で
あ

る
「
経
営
・
事
業
戦
略
に
も
と
づ
き
最
適
な

採
用
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」「
採
用
に
関
わ
る
多

様
な
関
係
者
や
要
素
を
結
合
し
、
シ
ナ
ジ
ー

を
生
む
」「
検
証
と
設
計
を
通
じ
て
、
採
用
の
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精
度
を
高
め
て
い
く
」
が
、
採
用
の
根
底
を

支
え
て
い
る
。
採
用
ハ
ブ
は
戦
略
的
採
用
の

要
諦
な
の
だ
。

　

2
0
0
0
年
以
降
、
世
界
的
に
戦
略
的
採

用
の
研
究
が
増
え
て
き
て
い
る
が
、
戦
略
的

採
用
の
効
率
性
を
高
め
る
条
件
は
そ
れ
ほ
ど

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
領
域
の
第

一
人
者
で
あ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
教
授
や
ガ
リ

ー
教
授
も
、
組
織
階
層
と
I
P
O
の
連
携
を

高
め
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
す
る
に
留
ま
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
採
用
の
精
度
を
高
め
、
さ

ら
に
採
用
を
変
革
し
て
い
く
に
は
、
採
用
ハ

ブ
の
機
能
が
極
め
て
重
要
に
な
る
。

　

採
用
ハ
ブ
の
機
能
は
、
一
般
に
は
、
人
事

部
が
担
っ
て
い
る
。
戦
略
的
採
用
の
実
現
は
、

採
用
に
お
け
る
人
事
機
能
の
強
化
と
同
義
と

い
っ
て
も
い
い
。

　

一
方
で
、
非
正
規
採
用
や
グ
ロ
ー
バ
ル
採

用
に
お
い
て
、
こ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
の

は
人
事
部
と
は
異
な
る
部
署
か
も
し
れ
な
い

が
、
重
要
な
の
は
、
部
署
名
で
は
な
く
、
戦

略
的
採
用
の
視
点
か
ら
、
俯
瞰
的
に
採
用
を

と
ら
え
、
関
係
者
を
巻
き
込
み
、
変
革
を
推

し
進
め
て
い
く
ハ
ブ
機
能
そ
の
も
の
だ
。

戦
略
的
採
用
ホ
イ
ー
ル
を

ど
う
使
う
の
か

　

ホ
イ
ー
ル
・
モ
デ
ル
が
有
効
な
の
は
、
採

用
の
現
状
を
把
握
し
、
戦
略
的
採
用
を
実
現

し
て
い
く
チ
ェ
ッ
ク
ツ
ー
ル
と
な
る
か
ら
だ
。

　

現
状
、
採
用
の
前
提
・
プ
ロ
セ
ス
・
成
果

の
い
ず
れ
ま
で
視
界
に
い
れ
て
採
用
を
検
討

し
て
い
る
か
。
企
業
・
部
署
・
個
人
の
連
携

は
ど
の
程
度
は
か
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
。

自
社
の
取
り
組
み
を
プ
ロ
ッ
ト
し
て
み
る
と
、

採
用
活
動
の
実
態
が
如
実
に
現
れ
る
は
ず
だ
。

　
「
採
用
の
設
計
」
や
「
募
集
・
選
抜
」
と
い

う
プ
ロ
セ
ス
は
丁
寧
に
設
計
さ
れ
て
い
る
の

に
、「
採
用
プ
ロ
セ
ス
の
成
果
」
は
測
定
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
、
ピ
ー
ス
の
欠
損
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
現
場
主
導
で
採
用
が
行
わ
れ
、

企
業
レ
ベ
ル
で
の
人
材
活
用
に
ま
で
昇
華
で

き
て
い
な
い
と
い
う
よ
う
な
、
組
織
間
連
携

の
欠
如
や
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
不
足
は
起

き
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

採
用
の
前
提
を
ふ
ま
え
プ
ロ
セ
ス
を
設
計

し
、
採
用
の
プ
ロ
セ
ス
に
も
と
づ
き
成
果
を

検
証
し
、
成
果
を
も
と
に
採
用
の
前
提
を
見

直
す
と
い
う
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
ル
ー
プ
は

回
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

戦
略
的
採
用
の
ホ
イ
ー
ル
・
モ
デ
ル
は
、
採

用
を
経
営
課
題
と
結
び
つ
け
る
際
に
も
有
効

だ
。
戦
略
的
採
用
の
ホ
イ
ー
ル
・
モ
デ
ル
に

は
、「
H
R
M
の
前
提
」「
H
R
M
の
成
果
」
と

い
う
、
一
見
、
採
用
活
動
に
は
含
ま
れ
な
い
、

し
か
し
、
人
材
活
用
の
要
諦
で
あ
る
外
す
こ

と
が
で
き
な
い
2
つ
の
ピ
ー
ス
が
含
ま
れ
る
。

　

採
用
の
成
果
を
あ
げ
る
に
は
、
時
に

「
H
R
M
の
前
提
」
に
立
ち
戻
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
だ
。

　

さ
ら
に
、「
H
R
M
の
成
果
」
を
み
る
こ
と

も
ま
た
、
戦
略
的
採
用
の
要
諦
だ
。
採
用
の

本
来
の
目
的
は
、
募
集
・
選
抜
工
程
の
数
値

目
標
の
達
成
で
は
な
く
、
採
用
し
た
人
材
か

ら
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
や
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
が

生
ま
れ
、
現
場
で
の
カ
イ
ゼ
ン
や
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
誘
発
さ
れ
、
そ
れ
が
企
業
業
績
に

寄
与
す
る
こ
と
だ
。
こ
れ
ら
は
「
採
用
プ
ロ

セ
ス
の
成
果
」
で
は
な
く
、
入
社
後
の
育
成

も
含
む
「
H
R
M
の
成
果
」
と
し
て
実
現
す

る
。
ど
こ
ま
で
を
採
用
と
位
置
づ
け
、
ど
こ

か
ら
入
社
後
の
人
材
活
用
に
よ
っ
て
実
現
す

る
の
か
。
こ
の
境
界
を
決
め
、
H
R
M
の
デ

ザ
イ
ン
に
つ
な
ぐ
。
俯
瞰
的
な
視
界
で
、
採

用
を
牽
引
し
て
い
く
の
が
、
戦
略
的
採
用
で

あ
る
。

　

採
用
の
現
状
を
把
握
し
、
採
用
と
経
営
の

ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
を
つ
な
ぎ
直
す
。
戦
略

的
採
用
の
ホ
イ
ー
ル
・
モ
デ
ル
は
こ
の
た
め

に
あ
る
。

「
慣
性
」を
断
ち
切
り

採
用
を
変
革
せ
よ

　

回
り
始
め
た
ホ
イ
ー
ル
が
簡
単
に
止
ま
ら

な
い
よ
う
に
、
多
様
な
要
素
か
ら
な
る
複
雑

さ
と
、
高
頻
度
性
、
定
期
性
を
あ
わ
せ
持
つ

採
用
活
動
は
、
ひ
と
た
び
合
理
性
を
持
つ
と
、

そ
れ
が
「
慣
性
」
と
な
り
、
同
じ
形
で
続
け

て
い
く
の
が
最
も
自
然
な
形
と
な
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
採
用
を
変
革
す
る
の
は
難
し
い
。

　

既
存
の
採
用
パ
タ
ー
ン
が
う
ま
く
い
っ
て

い
る
ほ
ど
、
そ
の
慣
性
は
強
力
な
も
の
と
な

り
、
思
考
停
止
を
誘
発
す
る
。
ま
し
て
や
、
採

用
の
担
当
者
が
プ
ロ
セ
ス
に
注
力
せ
ざ
る
を

得
ず
、
採
用
が
経
営
課
題
か
ら
切
り
離
さ
れ

て
い
た
ら
、
な
お
さ
ら
だ
。

　

思
う
よ
う
に
採
用
成
果
が
上
が
ら
な
い
と

い
う
事
態
に
直
面
し
た
時
、
ホ
イ
ー
ル
・
モ

デ
ル
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
現
状
を
分
析
し
て

ほ
し
い
。
あ
ら
た
め
て
何
を
採
用
と
み
な
し
、

何
を
採
用
と
み
な
さ
な
い
か
、
ま
ず
は
そ
の

線
引
き
か
ら
着
手
し
て
ほ
し
い
。

　

惰
性
的
な
慣
性
を
断
ち
切
り
、
新
た
な
採

用
ホ
イ
ー
ル
を
回
す
。
強
力
な
駆
動
力
が
、

採
用
ハ
ブ
に
は
強
く
求
め
ら
れ
る
。

　

採
用
は
単
な
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な

い
。
多
様
な
要
素
の
ア
ラ
イ
ン
メ
ン
ト
を
と

り
な
が
ら
、
効
率
性
を
高
め
て
い
く
創
造
的

な
経
営
行
為
な
の
だ
。
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多
く
の
企
業
は
、
大
量
の
新
人
を
一
斉
に

採
用
し
、
な
お
か
つ
欠
員
が
生
じ
た
際
に
す

ば
や
く
補
充
で
き
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
た

採
用
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し
て
い
る
。

　

こ
の
方
法
は
、
企
業
の
中
核
と
な
る
職
務

を
う
ま
く
遂
行
す
る
献
身
的
な
社
員
を
多
数

生
み
出
す
う
え
で
は
効
率
的
か
つ
有
用
で
あ

っ
た
も
の
の
、
今
や
時
代
遅
れ
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
組
織
が
求
め
る
人
材
が
急
速
に
変
化

し
て
い
る
か
ら
だ
。

水平・垂直概念による
採用のコペルニクス的転回
Copernican revolution of recruitment: 
Horizontal and Vertical aspects

戦略的採用は世界でも多くの研究者が取り組んでいるホッ
トなテーマだ。採用研究の世界的第一人者、ペンシルべニ
ア大学のジーン・フィリップス教授とスタン・ガリー教授
にその概念と意義を綴ってもらった。

ペンシルべニア大学教授
スタン・ガリー

ペンシルべニア大学教授
ジーン・フィリップス

　

企
業
は
、
新
製
品
を
創
造
し
た
り
、
戦
略

的
目
標
を
達
成
し
た
り
し
て
、
厳
し
い
け
れ

ど
も
や
り
が
い
の
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境

で
競
争
に
打
ち
勝
つ
高
い
能
力
を
持
っ
た
人

材
の
必
要
性
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

企
業
の
戦
略
や
文
化
に
適
合
し
、
現
在
は
も

ち
ろ
ん
将
来
に
わ
た
っ
て
成
果
を
出
し
続
け

ら
れ
る
最
高
レ
ベ
ル
の
人
材
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
受
け
身
の
採
用
か
ら
の

脱
却
が
必
要
だ
。
受
け
身
の
採
用
と
は
、
求

人
広
告
を
出
し
、
求
職
者
た
ち
に
、
自
社
に

必
要
な
人
材
枠
に
応
募
さ
せ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
だ
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
手
法
は
最
も
才

能
の
あ
る
従
業
員
を
獲
得
す
る
に
は
効
果
的

で
は
な
い
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、
こ
の
や
り
方
は
そ
の

人
材
が
戦
略
に
適
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
重

視
し
て
い
な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

よ
り
戦
略
的
な
採
用
へ
の
切
り
替
え
が
必
要

な
の
だ
。

採
用
を
戦
略
的
に
行
う
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か

　

戦
略
的
採
用
を
行
う
に
は
、
組
織
レ
ベ
ル

を
超
え
て
、
採
用
活
動
を
企
業
の
目
標
や
戦

略
の
み
な
ら
ず
、
特
定
の
職
務
や
チ
ー
ム
、
事

業
部
門
、
採
用
活
動
を
行
う
組
織
と
う
ま
く

接
合
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

採
用
活
動
を
「
戦
略
的
に
行
う
」
と
は
、
そ

の
た
め
の
リ
ソ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
、
採
用
シ

ス
テ
ム
や
方
針
が
つ
く
ら
れ
、
採
用
活
動
の

組
織
的
実
践
が
企
業
や
そ
の
サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト

の
戦
略
的
目
標
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
意

味
す
る
。
ま
た
、
採
用
活
動
が
他
の
人
的
資

源
管
理
（
H
R
M
）
施
策
と
一
体
化
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
意
味
す
る
。

　

採
用
は
人
的
資
源
管
理
施
策
の
広
範
な
シ

ス
テ
ム
内
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
採
用
戦

略
と
そ
う
し
た
施
策
は
一
致
さ
せ
る
べ
き
で

あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
人
的
資
源
管
理
自

体
の
戦
略
や
施
策
（
例
え
ば
報
酬
管
理
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
業
績
管
理
な
ど
）
を
促
進
す

る
べ
き
で
あ
る
。
同
様
に
、
人
的
資
源
管
理

の
実
践
は
採
用
の
実
践
と
一
体
化
し
互
い
に

強
化
し
あ
う
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
企
業

レ
ベ
ル
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
戦
略
は
採
用
し
た

人
材
の
レ
ベ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

採
用
活
動
の
イ
ン
プ
ッ
ト
（
前
提
）、
プ
ロ

セ
ス
（
実
践
）、
そ
し
て
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成

果
）
は
、「
水
平
方
向
の
戦
略
的
採
用
」
を
な

し
、
一
列
に
並
ぶ
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
革
新
的
な
製
品
を

つ
く
り
出
し
た
い
場
合
は
、
最
も
革
新
的
な

人
材
を
惹
き
つ
け
る
よ
う
な
採
用
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
打
ち
出
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
採
用
活
動
は
人
的
資
源
管

理
シ
ス
テ
ム
や
企
業
の
戦
略
的
管
理
プ
ロ
セ

ス
と
の
結
び
つ
き
に
重
点
を
置
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
全
組
織
レ
ベ
ル
に

わ
た
っ
て
採
用
の
イ
ン
プ
ッ
ト
、
プ
ロ
セ
ス

お
よ
び
ア
ウ
ト
カ
ム
を
同
列
に
し
て
考
え
る

こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
「
垂
直
方
向
の
戦
略

的
採
用
」
と
呼
び
、
人
的
資
源
管
理
機
能
な

ら
び
に
従
業
員
の
成
果
を
最
大
化
す
る
う
え

で
不
可
欠
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。

特 別 寄 稿
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垂
直
方
向
の
戦
略
的
採
用

水平方向の戦略的採用

測定と
フィードバック
ループ

測定と
フィードバック
ループ

インプット アウトカムプロセス

企業

部署

（面接官など）
個人

事業戦略、
トップのリーダーシップ

など

部署戦略、
現場のリーダーシップ

など

個人のスキル・知識・能力
など

経営者のブランディング、
テクノロジーの活用

など

実践的な採用の計画
など

リクルーター活動、面接
など

企業業績、タレントプール
など

部門業績、多様性確保
など

内定受諾、心理的契約
など

効
率
的
か
つ
戦
略
的
採
用
で

人
材
プ
ー
ル
を
深
く
す
る

　

垂
直
方
向
の
戦
略
的
採
用
を
行
う
に
あ
た

っ
て
は
、
採
用
の
イ
ン
プ
ッ
ト
、
プ
ロ
セ
ス

お
よ
び
ア
ウ
ト
カ
ム
の
そ
れ
ぞ
れ
で
調
整
が

必
要
に
な
る
。

　

採
用
の
イ
ン
プ
ッ
ト
を
調
整
さ
せ
る
に
は
、

組
織
の
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
に
わ
た
っ
て
、
戦

略
、
目
標
、
人
的
資
源
管
理
施
策
が
一
貫
し

て
お
り
、
互
い
に
強
化
し
あ
い
、
組
織
の
戦

略
が
特
定
の
事
業
部
門
や
チ
ー
ム
の
戦
略
と

一
致
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

　

採
用
の
プ
ロ
セ
ス
を
調
整
さ
せ
る
に
は
、

組
織
レ
ベ
ル
全
体
で
採
用
プ
ロ
セ
ス
の
一
貫

性
が
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
れ
は
ま
た
、
組
織
全
体
の
戦
略
は
も
ち

ろ
ん
、
採
用
を
行
う
特
定
の
事
業
部
門
や
チ

ー
ム
の
戦
略
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

　

例
え
ば
、
あ
る
企
業
が
オ
ン
ラ
イ
ン
応
募

シ
ス
テ
ム
に
投
資
し
た
と
し
よ
う
。
と
こ
ろ

が
そ
の
企
業
の
あ
る
事
業
部
門
が
ま
だ
紙
ベ

ー
ス
の
応
募
に
依
存
し
て
い
る
場
合
、
新
し

い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
か
ら
得
ら
れ
る
は
ず
の
効

率
性
に
関
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
認
識
さ
れ
な
い

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
で
は
採
用
プ
ロ
セ
ス
が

企
業
全
体
と
事
業
部
門
の
間
で
一
致
し
て
い

る
と
は
い
え
な
い
。

　

採
用
の
イ
ン
プ
ッ
ト
や
プ
ロ
セ
ス
に
加
え

て
、
採
用
の
ア
ウ
ト
カ
ム
も
調
整
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
個
人
が
い
く
ら
頑
張
っ
て
も
、
採

用
の
結
果
は
チ
ー
ム
や
組
織
の
効
率
性
を
改

善
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
能
力
の
高
い
人
材

を
雇
用
し
て
も
、
そ
の
人
の
価
値
観
や
仕
事

の
や
り
方
、
目
標
が
他
の
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

や
組
織
全
体
と
一
致
し
て
い
な
い
場
合
、
チ

ー
ム
や
組
織
の
レ
ベ
ル
は
向
上
し
な
い
。
そ

の
た
め
、
採
用
後
の
ア
ウ
ト
カ
ム
を
事
業
部

門
や
企
業
の
ア
ウ
ト
カ
ム
と
一
致
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
な
の
だ
。

　

採
用
は
自
社
の
競
争
優
位
性
を
確
保
す
る

た
め
の
持
続
可
能
な
源
泉
で
あ
り
、
他
社
の

例
を
模
倣
し
、
置
き
換
え
る
こ
と
は
困
難
だ
。

　

採
用
は
戦
略
的
人
的
資
源
管
理
シ
ス
テ
ム

の
一
部
分
に
す
ぎ
な
い
が
、
企
業
の
人
的
資

本
を
構
成
す
る
人
材
プ
ー
ル
を
獲
得
す
る
主

要
な
手
段
で
あ
る
。
そ
れ
は
企
業
を
戦
略
的

成
功
に
導
く
た
め
の
能
力
の
創
造
、
発
展
、

維
持
を
可
能
に
す
る
重
要
な
役
割
を
持
つ
。

　

効
率
的
な
採
用
な
く
し
て
は
、
人
材
プ
ー

ル
は
底
が
浅
い
も
の
と
な
り
、
戦
略
の
実
行

は
つ
ま
ず
き
、
組
織
は
悪
戦
苦
闘
す
る
。
効

率
的
か
つ
戦
略
的
な
採
用
に
よ
り
、
人
材
プ

ー
ル
は
戦
略
や
目
標
に
合
致
し
た
深
く
意
義

あ
る
も
の
と
な
る
。
結
果
と
し
て
、
戦
略
的

活
動
が
強
化
さ
れ
、
企
業
は
効
率
的
に
活
動

で
き
る
。

フィリップスとガリーによる戦略的採用モデル図表1

出所：Phillips, Jean M., and Stan M. Gully (2015).
　　 "Multilevel and Strategic Recruiting Where Have We Been, Where Can We Go From Here?"
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長
期
成
果
を
出
す
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
O
L 

タ
イ
プ
の
人
材
で
あ
り
、
長
期
の
育
成
を
前

提
と
し
て
技
能
を
熟
練
さ
せ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
採
用
時
は
、
企

業
風
土
に
合
致
す
る
こ
と
、
そ
の
企
業
の
仕

事
の
進
め
方
と
本
人
の
志
向
が
合
う
こ
と
、

ケースから採用変革の
突破口を考える
The case studies on Strategic Recruitment

戦略的採用の概要がわかったところで、誰もが次に知りたいのは実例である。
何が「戦略的」なのか、どこに工夫があるのか、
匿名ではあるものの、実際の企業事例を踏まえて考察したい。
前章で説明した「戦略的採用のパースペクティブ」
ほかの図表を掲げ、それぞれの事例の意味が
わかりやすくなるようにした。

リクルートワークス研究所

主任研究員  田中勝章

　

こ
れ
は
、
戦
略
に
合
わ
せ
て
新
た
な
採
用

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
設
定
、
そ
の
対
象
に
合
わ
せ

て
募
集
・
選
考
の
プ
ロ
セ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

さ
ら
に
は
入
社
後
の
人
事
施
策
も
変
え
た
と

い
う
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

　

A
社
で
屋
台
骨
と
な
る
の
は
組
織
単
位
で

【
企
業
概
要
】
グ
ロ
ー
バ
ル
で
製
品
を
生

産
、
販
売
し
て
い
る
メ
ー
カ
ー
A
社

【
背
景
】
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
が
加
速
し
、

経
営
陣
が
多
国
籍
化
。
だ
が
、
競
争
力

の
源
泉
で
あ
る
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
理

解
し
つ
つ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
日
本
人
リ
ー
ダ

ー
の
候
補
者
が
不
足
し
て
い
た
。

【
こ
れ
ま
で
の
採
用
】
新
卒
採
用
の
人
数

は
約
4
0
0
名
。
事
務
系
と
技
術
系
は

職
種
別
採
用
を
実
施
し
て
い
た
。

【
課
題
】
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
経
営
環
境
の

変
化
の
速
さ
に
対
応
す
る
た
め
、
日
本

で
も
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
人
材
に
、

若
い
う
ち
か
ら
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
育

み
、
発
揮
す
る
経
験
を
積
ま
せ
る
必
要

が
あ
っ
た
。

【
取
り
組
み
】
社
内
で
議
論
を
尽
く
し
リ

ー
ダ
ー
要
件
を
整
理
、
新
卒
採
用
の
一

部
を
リ
ー
ダ
ー
候
補
枠
と
し
た
。
延
べ

5
日
間
の
実
践
的
な
問
題
解
決
プ
ロ
セ

ス
を
通
し
て
、
現
時
点
の
能
力
と
成
長

の
伸
び
代
を
見
極
め
た
。
学
生
は
10
名

程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
部
長
ク
ラ
ス
以
上
の
2
名
の
評
価

者
が
多
角
的
に
評
価
し
た
。

　

入
社
後
は
、
通
常
は
配
属
先
の
事
業

部
人
事
が
管
轄
す
る
が
、
リ
ー
ダ
ー
候

補
者
は
本
社
の
採
用
部
門
が
3
年
間
フ

ォ
ロ
ー
し
、
配
置
・
育
成
を
行
う
。
こ

れ
ら
も
リ
ー
ダ
ー
要
件
に
合
わ
せ
て
ゼ

ロ
か
ら
設
計
し
、
業
務
改
善
や
事
業
開

発
を
役
員
に
対
し
て
提
案
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
用
意
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
は
、
海
外
の
現
場
で
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
収
益
責
任
を
担
う
職
務
が
設

定
さ
れ
る
。
若
い
う
ち
に
修
羅
場
に
身

を
置
く
こ
と
で
、
人
間
的
成
長
と
貴
重

な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
経
験
の
機
会
を
得
る

こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
適
性
と

意
思
は
随
時
、
確
認
さ
れ
、
必
要
に
応

じ
て
入
れ
替
え
が
行
わ
れ
る
。
た
ゆ
ま

ぬ
学
習
姿
勢
も
要
件
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

【
成
果
】
取
り
組
み
を
始
め
た
ば
か
り
で
、

リ
ー
ダ
ー
に
必
要
な
要
件
を
全
社
で
共

有
し
、
リ
ー
ダ
ー
候
補
者
を
日
々
育
成

し
て
い
る
。

Case1 A社
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協
調
性
豊
か
な
こ
と
が
重
視
さ
れ
、
加
え
て
、

大
き
な
伸
び
代
が
あ
る
こ
と

―
学
習
意
欲

が
旺
盛
で
地
頭
が
よ
い
こ
と

―
が
求
め
ら

れ
る
。

　

一
方
、
今
不
足
し
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
候
補

は
、
個
人
単
位
で
長
期
成
果
を
出
す
T
L 

タ

イ
プ
で
あ
る
。
現
場
で
下
積
み
を
積
ま
せ
た

後
に
リ
ー
ダ
ー
に
す
る
と
い
う
育
成
方
針
で

は
時
代
の
変
化
に
間
に
合
わ
な
く
な
っ
て
い

る
。
意
思
決
定
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮

を
若
い
う
ち
か
ら
求
め
、
そ
の
成
功
者
を
リ

ー
ダ
ー
に
据
え
る
や
り
方
に
舵
を
切
ら
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
の
だ
。

　

必
然
的
に
、
求
め
る
能
力
は
も
ち
ろ
ん
、
育

成
の
仕
方
、
配
属
先
と
職
務
、
目
標
と
評
価

基
準
も
こ
れ
ま
で
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
く

る
。
期
待
さ
れ
る
成
果
と
責
任
が
大
き
く
な

る
の
で
、
報
酬
や
待
遇
も
そ
れ
に
適
合
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
の
輩
出
は
採
用
だ
け
で

は
実
現
で
き
な
い
し
、
育
成
だ
け
を
変
え
て

も
う
ま
く
い
か
な
い
。
採
用
と
育
成
の
み
な

ら
ず
、
人
事
施
策
の
す
べ
て
が
う
ま
く
連
動

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
ケ
ー
ス
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
戦
略
か
ら

導
き
出
さ
れ
た
人
材
要
件
に
も
と
づ
き
、
採

用
の
や
り
方
か
ら
入
社
後
の
人
事
施
策
ま
で

を
一
貫
し
て
設
計
し
直
し
た
こ
と
だ
。

　

タ
イ
プ
の
異
な
る
人
材
が
社
内
に
混
在
し

て
い
る
と
、
募
集
・
選
抜
の
プ
ロ
セ
ス
の
み

戦略と採用の
一貫性

成果を次に反映する
フィードバックループ

多様な関係者の
コーディネーション

採用と内部制度の
整合性

募集・選抜の
プロセスマネジメント

組織 ̶ 長期

OL

組織̶短期

OS

個人̶長期

TL

個人̶短期

TS

競争優位を築くまでの期間

研
究
対
象

成
果
の
源
泉

【
企
業
概
要
】土
地
利
用
提
案
が
中
心
の

不
動
産
企
業
B
社

【
背
景
】
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
即
戦
力
人

材
を
採
用
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

新
卒
も
中
途
も
初
任
給
が
同
じ
と
い
う

条
件
に
し
て
い
た
が
、
定
着
が
悪
く
、
活

躍
す
る
人
材
も
少
な
か
っ
た
。

【
こ
れ
ま
で
の
採
用
】
採
用
は
部
署
ご
と
。

各
部
署
は
P
／
L
か
ら
採
用
費
を
捻
出
。

低
単
価
の
広
告
で
集
ま
っ
た
人
の
中
か

ら
必
要
人
数
を
確
保
し
て
い
た
。

【
課
題
】
部
署
ご
と
の
採
用
の
内
実
が
共

有
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

【
取
り
組
み
】
中
途
入
社
者
が
最
も
多
い

営
業
本
部
の
営
業
企
画
が
中
心
と
な
り
、

離
職
者
の
全
社
調
査
を
行
う
と
、
離
職

率
8
割
と
い
う
実
態
が
判
明
し
た
。
改

め
て
、
定
着
・
活
躍
人
材
を
調
査
し
、
以

下
2
つ
の
成
果
を
得
た
。

 
・
活
躍
人
材
、
定
着
人
材
、
離
職
人
材

の
要
件
の
言
語
化

 

・
活
躍
人
材
の
要
件
の
多
く
は
、
入
社

後
に
育
成
可
能
で
あ
る
と
判
明

　

以
上
を
踏
ま
え
て
採
用
の
変
革
に
着

手
す
る
。
離
職
者
が
多
い
の
で
多
人
数

を
採
る
、
と
い
う
悪
循
環
か
ら
抜
け
出

す
た
め
に
、
定
着
の
重
視
を
徹
底
し
た
。

　

ど
ん
な
に
優
秀
で
も
定
着
要
件
を
満

た
さ
な
い
人
は
採
用
し
な
い
こ
と
と
し
、

部
署
ご
と
に
感
覚
的
に
行
わ
れ
て
き
た

こ
と
を
、
事
実
を
も
と
に
言
語
化
、
基

準
化
し
、
面
接
官
に
周
知
徹
底
さ
せ
た
。

　

加
え
て
、
人
事
も
巻
き
込
み
入
社
後

の
育
成
の
標
準
化
に
も
着
手
し
た
。
分

析
か
ら
中
途
入
社
者
の
活
躍
と
定
着
に

つ
な
が
る
重
要
な
契
機
が
2
つ
判
明
し

た
。
具
体
的
に
は
、
初
受
注
と
初
納
品

時
の
仕
事
の
優
先
順
位
づ
け
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
関
し
て
上
司
が
中
途
入
社
者

と
面
談
を
行
い
、
取
り
組
み
と
成
果
の

因
果
関
係
を
整
理
。
成
果
は
偶
然
の
産

物
で
は
な
く
、
計
画
的
な
行
動
に
よ
っ

て
再
現
で
き
る
こ
と
を
腹
落
ち
さ
せ
る

よ
う
に
し
た
。

【
成
果
】
選
考
基
準
と
入
社
後
の
フ
ォ
ロ

ー
を
全
社
で
共
有
し
実
践
す
る
こ
と
で
、

定
着
率
が
大
き
く
伸
び
、
活
躍
人
材
の

創
出
に
も
つ
な
が
っ
た
。

な
ら
ず
、
入
社
後
の
人
事
施
策
も
そ
れ
ぞ
れ

に
合
わ
せ
た
も
の
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
既
存
の
従
業
員
も
多
数
在
籍
し
て
い

る
中
で
、
す
べ
て
を
一
斉
に
変
え
る
の
が
難

し
い
の
で
あ
れ
ば
、
一
部
の
人
材
向
け
の
施

策
を
用
意
す
れ
ば
よ
い
。
た
だ
し
、
一
本
筋

が
通
り
、
互
い
に
整
合
性
の
あ
る
施
策
で
な

け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
採
用
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の

変
更
は
す
な
わ
ち
、
人
事
施
策
全
体
の
見
直

し
な
の
で
あ
る
。

Case2 B社

A社における戦略的採用のパターン図表1

戦略的採用のパースペクティブ

「攻めの採用」の4タイプ
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戦略と採用の
一貫性

成果を次に反映する
フィードバックループ

多様な関係者の
コーディネーション

採用と内部制度の
整合性

募集・選抜の
プロセスマネジメント

人材採用システム

⑥
雇
用
期
間

⑤
評
価
基
準

④
給
与
・
福
利
厚
生

③
入
社
後
教
育

②
配
属
先

①
募
集
・
選
抜

 採用方針の設計

 採用の成果

内部制度の整合性

修
、
ア
ド
バ
イ
ス
。
初
め
て
職
場
に
迎
え
入

れ
る
際
の
雰
囲
気
づ
く
り
す
ら
入
社
後
の
活

躍
の
支
援
に
な
る
。
社
内
の
制
度
も
施
策
も
、

成
果
の
最
大
化
の
た
め
に
あ
る
と
い
う
当
た

り
前
の
こ
と
を
再
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め

て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

を
去
ら
れ
る
と
、
落
胆
が
大
き
い
分
、
そ
の

原
因
を
つ
い
入
社
者
に
押
し
つ
け
て
し
ま
い

が
ち
だ
。
し
か
し
そ
も
そ
も
選
考
で
す
べ
て

が
完
結
す
る
こ
と
は
な
い
。「
こ
の
人
に
入
社

し
て
も
ら
い
た
い
」
そ
う
思
っ
た
直
後
か
ら

で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
配
属
・
研

用
時
点
で
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
、
入
社
後
に
じ
っ
く
り
手
間
と
時
間
を
か

け
て
身
に
付
け
さ
せ
る
べ
き
こ
と
と
を
峻
別
、

整
理
す
る
こ
と
が
、
個
人
と
事
業
、
双
方
の

成
長
に
寄
与
し
た
の
で
あ
る
。

　

採
用
に
お
い
て
は
入
社
後
の
活
躍
の
可
能

性
を
短
期
間
で
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
、
そ
の
人
材
の
よ
い
点
も
悪
い
点

も
、
そ
の
瞬
間
に
手
に
入
る
情
報
が
す
べ
て

だ
と
判
断
し
て
し
ま
い
が
ち
だ
。

　

し
か
し
、
入
社
後
の
定
着
、
活
躍
を
第
一

義
に
考
え
る
な
ら
ば
、
採
用
時
に
本
当
に
見

極
め
る
べ
き
こ
と
は
絞
れ
る
だ
ろ
う
。

　

採
用
時
は
大
き
な
期
待
を
持
っ
て
内
定
を

出
す
。
そ
の
期
待
が
裏
切
ら
れ
早
々
に
会
社

採
用
と
育
成
を
う
ま
く
接
続
さ
せ
る

入
社
後
も
見
据
え
た
人
材
活
用
を

　

こ
の
ケ
ー
ス
で
み
る
べ
き
は
、
定
着
率
の

低
さ
、
活
躍
人
材
の
少
な
さ
と
い
う
問
題
を
、

採
用
後
の
育
成
の
役
割
と
範
囲
を
明
確
に
し
、

さ
ら
に
そ
れ
を
採
用
と
接
続
し
て
解
決
し
た

点
で
あ
る
。
採
用
と
内
部
制
度
の
整
合
性
を

起
点
と
し
、
い
つ
の
時
点
で
、
ど
ん
な
能
力

（
要
件
）
を
備
え
た
人
材
を
採
用
・
育
成
す
る

の
か
、
を
再
設
計
し
た
の
だ
。

　

採
用
時
に
見
極
め
る
要
件
と
、
育
成
が
担

う
要
件
を
明
確
に
分
け
る
こ
と
で
、
採
用
で

も
育
成
で
も
大
き
な
効
果
が
上
が
っ
た
。
採

【
企
業
概
要
】小
規
模
店
舗
を
全
国
に
展

開
す
る
小
売
業
C
社

【
背
景
】
好
景
気
で
人
員
確
保
が
難
し
く

な
る
と
、
欠
員
が
生
じ
、
計
画
通
り
に

開
店
で
き
な
い
店
舗
も
出
て
き
た
。

【
こ
れ
ま
で
の
採
用
】
店
舗
ス
タ
ッ
フ
の

採
用
は
店
舗
ご
と
に
行
っ
て
お
り
、
店

舗
の
貼
り
紙
や
地
域
求
人
誌
を
主
な
採

用
手
段
と
し
て
い
た
。

【
課
題
】慢
性
的
に
人
手
不
足
の
店
舗
が

多
い
が
、
店
舗
ご
と
に
状
況
が
異
な
り
、

本
部
は
個
別
対
応
に
終
始
し
て
い
た
。

営
業
本
部
内
に
採
用
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
発
足
さ
せ
、
問
題
の
徹
底
し
た

「
見
え
る
化
」
と
支
援
体
制
の
構
築
を
図

っ
た
。

【
取
り
組
み
】
デ
ー
タ
を
徹
底
分
析
す
る

こ
と
で
、
店
舗
間
で
求
人
状
況
が
共
有

さ
れ
ず
応
募
者
と
店
舗
の
ア
ン
マ
ッ
チ

が
多
数
発
生
し
て
い
る
こ
と
や
、
店
舗

業
務
が
忙
し
く
応
募
者
対
応
が
十
分
に

で
き
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
判
明
し
た
。

そ
こ
で
ネ
ッ
ト
上
に
近
隣
の
求
人
店
舗

を
複
数
表
示
さ
せ
た
り
、
地
域
を
超
え

た
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
の
一
括
対
応
も

始
め
た
。

　

ま
た
、
店
舗
オ
ー
ナ
ー
の
選
考
ス
キ

ル
を
上
げ
る
た
め
に
、
丁
寧
に
話
を
聞

き
、
質
問
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
そ
の

人
材
の
意
欲
と
能
力
が
見
極
め
ら
れ
る

面
接
方
法
を
周
知
徹
底
さ
せ
た
。

　

こ
う
し
た
イ
ン
フ
ラ
を
整
え
な
が
ら
、

本
部
と
店
舗
オ
ー
ナ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
目
線
合
わ
せ
に
も
気
を

配
っ
た
。
店
舗
共
通
施
策
が
自
店
舗
に

得
に
な
る
施
策
と
は
限
ら
な
い
と
考
え

る
オ
ー
ナ
ー
も
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
は
、
す
べ
て
の
店
舗
で

実
行
す
る
こ
と
が
、
全
体
の
ナ
レ
ッ
ジ

を
向
上
さ
せ
、
効
果
を
高
め
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
こ
と
を
徹
底
し
て
伝
え
つ

つ
、
同
時
に
店
舗
オ
ー
ナ
ー
の
気
づ
き

や
不
安
を
丁
寧
に
聞
き
、
仕
組
み
の
改

善
に
つ
な
げ
て
い
っ
た
。

【
成
果
】
応
募
数
が
倍
以
上
に
増
え
た
一

方
で
、
採
用
経
費
が
節
減
さ
れ
た
。

Case3 C社

B社における戦略的採用のパターン図表2

戦略的採用のパースペクティブ

人材採用システムにおける内部制度の整合性
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要
性
は
骨
身
に
し
み
て
い
る
は
ず
だ
。

　

し
か
し
、
現
場
の
戦
力
増
強
の
た
め
の
採

用
な
の
に
、
強
い
当
事
者
意
識
を
持
つ
現
場

は
限
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
当
事
者
意
識

が
強
す
ぎ
る
あ
ま
り
、
責
任
者
の
価
値
観
だ

け
で
合
否
を
決
め
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
。

　

採
用
活
動
の
設
計
に
従
事
し
た
経
験
が
あ

る
人
事
は
、
関
係
者
間
の
目
線
合
わ
せ
の
重

要
性
を
理
解
し
て
い
る
は
ず
だ
。

　

し
か
し
、
実
際
に
は
異
な
っ
た
背
景
、
立

場
を
も
つ
関
係
者
を
う
ま
く
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
を
踏
ま
え
、ど

の
程
度
ま
で
コ
ス
ト
と
パ
ワ
ー
を
か
け
て
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
か
、
と
い
う
点
が
よ
り

重
要
だ
ろ
う
。

ど
れ
ほ
ど
の
コ
ス
ト
と
パ
ワ
ー
で

現
場
と
の
協
力
体
制
を
築
く
か

　

こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
が
各
店
舗
の
現
場
か
ら
適
切
な
情
報
を
吸

い
上
げ
、
全
体
最
適
の
状
態
を
実
現
さ
せ
た
。

丁
寧
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
ル
ー
プ
を
回
し
た

点
も
見
落
と
せ
な
い
。
ど
れ
だ
け
緻
密
に
全

体
方
針
を
決
め
て
も
、
状
況
は
現
場
ご
と
に

異
な
る
。
そ
の
異
な
る
結
果
を
踏
ま
え
、
シ

ス
テ
ム
全
体
の
改
善
を
す
ば
や
く
行
っ
た
こ

と
が
成
功
の

の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。

　

現
場
と
の
協
力
体
制
を
い
か
に
築
く
か
。

採
用
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
重

　

こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
視
野
が
自
店
舗
に
閉

じ
た
オ
ー
ナ
ー
た
ち
に
、
デ
ー
タ
に
よ
る
全

体
像
を
示
し
て
納
得
さ
せ
、
誰
も
が
活
用
し

う
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
相
手
目
線
に
立
っ

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
そ
の
仕
組
み

と
使
い
方
を
浸
透
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の

結
果
を
丁
寧
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
次
の
打
ち

手
に
つ
な
げ
て
い
っ
た
。

　

ケ
ー
ス
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
本

部
内
で
も
変
革
が
あ
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
得
た
情
報
は
本
部
内
で
も
共
有
さ
れ
、
そ

れ
が
予
算
の
獲
得
や
協
力
体
制
の
構
築
に
役

立
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
、
経
営
、
現

場
で
目
線
を
丁
寧
に
そ
ろ
え
た
こ
と
が
多
数

の
関
係
者
を
動
か
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功

に
導
い
た
の
だ
。

　

他
に
も
、
人
事
が
入
社
2
年
目
以
上
の
社

員
全
員
1
2
0
0
名
を
面
接
官
と
し
て
動
員

し
、
面
接
枠
数
が
ネ
ッ
ク
に
な
る
新
卒
採
用

に
お
い
て
多
く
の
学
生
と
会
わ
せ
、
丁
寧
に

フ
ォ
ロ
ー
さ
せ
る
こ
と
で
、
適
材
の
発
掘
と

採
用
を
実
現
し
た
と
い
う
情
報
系
企
業
の
ケ

ー
ス
が
あ
る
。

　

こ
の
企
業
は
、
自
分
た
ち
が
採
用
を
変
え

る
こ
と
で
、
自
社
と
社
会
の
変
革
に
つ
な
げ

て
い
く
、
と
い
っ
た
熱
い
思
い
を
人
事
か
ら

発
信
し
、
社
内
の
共
感
を
呼
び
起
こ
し
つ
つ
、

面
接
官
全
員
に
3
時
間
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

施
し
、
巻
き
込
ん
で
い
っ
た
。

　

こ
の
2
社
と
も
に
多
く
の
関
係
者
を
巻
き

戦略と採用の
一貫性

成果を次に反映する
フィードバックループ

多様な関係者の
コーディネーション

採用と内部制度の
整合性

募集・選抜の
プロセスマネジメント

個人

部署

企業

採用ハブ

採用の前提採用の成果

採用のプロセス

込
み
な
が
ら
、
募
集
・
選
抜
の
プ
ロ
セ
ス
を

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
る
ケ
ー
ス
と
い
え
る
。

そ
の
方
法
は
、
仕
組
み
と
デ
ー
タ
で
動
か
し

た
C
社
、
熱
い
想
い
で
共
感
を
呼
ん
だ
情
報

系
企
業
で
異
な
る
。
し
か
し
、
採
用
の
主
体

者
が
確
固
た
る
意
志
と
行
動
に
よ
っ
て
強
力

な
採
用
ハ
ブ
と
し
て
機
能
し
た
点
が
共
通
し

て
い
る
。

近
視
眼
的
採
用
か
ら

遠
近
両
用
採
用
へ

　

採
用
は
極
め
て
複
雑
な
活
動
で
あ
り
、
多

く
の
関
係
者
が
関
与
す
る
た
め
に
、
打
ち
手

の
一
つ
ひ
と
つ
が
わ
か
り
や
す
く
具
体
的
で

あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
し
か
も
ミ
ス
が
許

さ
れ
な
い
。

　

そ
の
た
め
、
視
野
も
打
ち
手
も
近
視
眼
的

に
な
り
や
す
い
。
し
か
し
、
上
記
の
事
例
に

も
共
通
し
て
い
る
よ
う
に
、
採
用
の
成
功
に

つ
な
が
る
打
ち
手
は
、
も
っ
と
遠
視
眼
的
だ
。

つ
ま
り
時
間
軸
に
つ
い
て
も
関
係
領
域
に
お

い
て
も
幅
広
く
対
応
し
て
い
る
の
だ
。

　

採
用
手
法
の
多
様
化
、
採
用
に
求
め
ら
れ

る
ス
ピ
ー
ド
、
獲
得
競
争
の
激
化
が
進
み
、
採

用
の
難
易
度
は
上
が
っ
て
い
る
。
採
用
責
任

者
に
は
、
全
体
を
見
渡
せ
る
遠
視
眼
的
な
視

野
の
広
さ
と
、
各
論
に
精
通
し
た
近
視
眼
的

な
知
識
の
深
さ
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
整
合
的

に
接
続
す
る
力
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

C社における戦略的採用のパターン図表3

戦略的採用のパースペクティブ

戦略的採用のホイール・モデル



26

採
用
を
進
化
さ
せ
る
た
め
に

3
つ
の
モ
デ
ル
で
考
え
る

　

人
事
が
真
の
経
営
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
機

能
す
る
時
、
戦
略
的
採
用
は
初
め
て
完
全
な

形
で
実
行
さ
れ
る
。
28
ペ
ー
ジ
の
図
表
で
は
、

採
用
活
動
の
一
連
の
段
階
を
、
①
手
続
き
的

採
用
、
②
戦
術
的
採
用
、
③
戦
略
的
採
用
の

3
つ
の
モ
デ
ル
で
表
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
第
一
の
手
続
き
的
採
用
は
、「
採
用

の
設
計
」
と
「
募
集
・
選
抜
」
の
採
用
プ
ロ

セ
ス
に
注
力
し
て
い
る
。
離
職
者
の
補
充
な

ど
規
模
の
小
さ
い
活
動
で
は
、
担
当
者
や
部

署
レ
ベ
ル
で
の
み
採
用
活
動
が
完
結
す
る
こ

と
も
あ
る
。

　
こ
の
手
続
き
的
採
用
で
は
、
人
材
の
内
定
・

入
社
を
も
っ
て
採
用
活
動
は
終
了
と
な
り
、

採
用
を
振
り
返
り
、
そ
の
結
果
を
次
の
採
用

に
活
か
す
こ
と
は
少
な
い
。

　

第
二
の
戦
術
的
採
用
で
は
、「
採
用
の
設

計
」「
募
集
・
選
抜
」
の
採
用
プ
ロ
セ
ス
に
加

え
、「
採
用
プ
ロ
セ
ス
の
前
提
」
と
「
採
用
プ

ロ
セ
ス
の
成
果
」
が
加
わ
る
。

　

採
用
目
標
に
照
ら
し
合
わ
せ
、
採
用
予
算

や
採
用
体
制
を
組
み
、
募
集
や
選
抜
の
方
法

を
設
計
し
、
採
用
目
標
の
達
成
を
測
定
す
る
。

採
用
プ
ロ
セ
ス
の
成
果
を
測
定
し
、
そ
の
検

証
を
行
う
こ
と
で
、
採
用
実
務
に
お
け
る

P
D
C
A
（
P
l
a
n
↓
D
o
↓
C
h
e
c
k

　

人
材
獲
得
を
め
ぐ
る
競
争
が
激
化
し
て
い

る
。
必
要
な
人
材
の
質
は
上
が
り
、
人
材
獲

得
ま
で
の
時
間
的
猶
予
は
短
く
な
る
一
方
だ
。

経
営
上
、
人
材
獲
得
の
重
要
性
が
増
し
て
い

る
わ
け
だ
が
、
現
実
に
は
、
人
材
採
用
は
戦

略
課
題
と
い
う
よ
り
も
、
採
用
広
告
の
打
ち

出
し
方
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
活
用
の
仕

方
と
い
っ
た
、
打
ち
手
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
ば
か

り
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
、
実
務
レ
ベ
ル
で
の

議
論
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
。

　

し
か
し
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
教
授
や
ガ
リ
ー

教
授
、
ウ
ル
リ
ッ
チ
教
授
の
よ
う
な
戦
略
人

事
の
研
究
者
は
、
採
用
こ
そ
企
業
に
お
け
る

す
べ
て
の
戦
略
的
活
動
の
基
盤
で
あ
る
と
主

張
す
る
。

　

な
ぜ
な
ら
ば
、
ど
れ
だ
け
優
れ
た
事
業
戦

略
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
、
人
事
戦
略
を

立
案
し
よ
う
と
も
、
自
社
の
タ
レ
ン
ト
プ
ー

ル
に
高
い
能
力
を
有
し
た
人
材
が
確
保
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
に
は
絵
に
描
い
た
餅
に
な
っ

て
し
ま
う
た
め
だ
。

　

戦
略
遂
行
の
担
い
手
と
な
る
人
材
を
獲
得

す
る
に
は
、
人
事
は
経
営
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、
経
営
者
に
人
材
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
与
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
、
人
事
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
事

業
戦
略
の
立
案
に
ま
で
大
き
く
関
わ
っ
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

誰がホイールを
駆動させるのか
Who moves the wheel of recruitment?

戦略的採用論のフレームを実務に適用し、
採用を進化させるにはどうしたらいいのか。
その方策はとてもシンプルだ。
採用ホイールを回せばいいのだ。
主役を担うのはもちろん人事だ。

リクルートワークス研究所

労働政策センター長／主任研究員　中村天江
研究員　碇  邦生
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↓
A
c
t
）
の
サ
イ
ク
ル
が
う
ま
く
回
る
よ

う
に
な
る
。

　

P
D
C
A
を
回
す
た
め
に
は
、
人
材
要
件

の
共
通
言
語
化
や
、
デ
ー
タ
に
よ
る
効
果
検

証
が
不
可
欠
で
あ
る
。
効
果
検
証
を
行
う
こ

と
で
採
用
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
を
計
画
的
に
行

う
こ
と
が
で
き
、
P
D
C
A
の
サ
イ
ク
ル
が

初
め
て
回
る
。
ま
た
、
P
D
C
A
を
回
す
こ

と
が
で
き
て
い
れ
ば
、
景
況
感
な
ど
、
採
用

を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
い
ち
早
く
と
ら

え
、
採
用
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
に
も
着
手
で

き
る
。

　

第
三
の
戦
略
的
採
用
で
は
、
戦
術
的
採
用

に
、
さ
ら
に
「
H
R
M
の
前
提
」
や
「
H
R
M

の
成
果
」
が
加
わ
り
、
採
用
ホ
イ
ー
ル
が
完

全
な
円
形
と
な
る
。

　

戦
略
的
採
用
と
戦
術
的
採
用
の
最
大
の
違

い
は
、
採
用
し
た
人
材
の
定
着
や
適
応
、
成

長
と
い
っ
た
、
経
営
上
重
要
な
採
用
本
来
の

目
的
ま
で
を
成
果
に
含
む
と
い
う
点
と
、
採

用
活
動
を
設
計
す
る
際
の
前
提
と
し
て
、

H
R
M
そ
の
も
の
の
制
度
や
状
況
ま
で
視
野

に
入
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

募
集
・
選
抜
と
い
っ
た
採
用
プ
ロ
セ
ス
の

前
提
や
成
果
だ
け
で
な
く
、
H
R
M
の
前
提

や
成
果
も
踏
ま
え
た
経
営
の
視
界
で
、
採
用

活
動
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
ル
ー
プ
を
回
し
て

い
く
の
が
、
戦
略
的
採
用
で
あ
る
。
抜
本
的

な
見
直
し
を
伴
う
採
用
の
変
革
、
既
存
の
人

事
制
度
と
コ
ン
フ
リ
ク
ト
を
起
こ
す
新
し
い

採
用
の
実
現
に
は
、
こ
の
よ
う
な
戦
略
的
採

用
ホ
イ
ー
ル
の
視
界
が
不
可
欠
だ
。

　

3
つ
の
段
階
に
応
じ
て
、
採
用
で
必
要
と

さ
れ
る
視
界
が
広
が
っ
て
い
く
。
手
続
き
的

採
用
で
は
採
用
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
つ

が
な
く
進
め
る
こ
と
が
、
戦
術
的
採
用
で
は

採
用
実
務
の
P
D
C
A
を
回
す
こ
と
が
、
戦

略
的
採
用
で
は
H
R
M
全
体
の
視
野
を
も
ち
、

採
用
全
体
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
ル
ー
プ
を
回
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

人
事
が
採
用
ハ
ブ
と
な
り

採
用
の
推
進
と
調
整
を
担
う

　

戦
略
的
採
用
で
は
、
採
用
活
動
は
、
担
当

者
と
部
署
、
企
業
レ
ベ
ル
で
連
動
す
る
。
採

用
活
動
の
範
囲
は
イ
ン
プ
ッ
ト
と
プ
ロ
セ
ス
、

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
す
べ
て
の
構
成
要
素
を
カ

バ
ー
し
て
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
が
回
り
、
は

じ
め
て
採
用
ホ
イ
ー
ル
全
体
が
駆
動
す
る
。

　

す
べ
て
の
採
用
活
動
は
、
企
業
の
競
争
優

位
を
強
化
す
る
た
め
の
人
材
獲
得
と
い
う
目

標
の
下
に
最
適
化
さ
れ
、
個
人
―
部
署
―
企

業
間
で
連
動
し
な
が
ら
、
戦
略
的
採
用
の
イ

ン
プ
ッ
ト
・
プ
ロ
セ
ス
・
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が

回
転
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

戦
略
的
採
用
ホ
イ
ー
ル
の
最
も
重
要
な
特

徴
は
、
採
用
ハ
ブ
の
存
在
に
あ
る
。
戦
略
的

採
用
に
お
け
る
採
用
ハ
ブ
と
し
て
、
採
用
活

動
の
「
推
進
役
」
と
「
調
整
役
」
と
い
う
2

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
優
れ
た
戦
略
を

考
案
し
達
成
さ
せ
る
人
材
が
必
要
で

す
。
そ
れ
は
、
現
在
と
将
来
の
戦
略

ニ
ー
ズ
を
満
た
す
知
識
や
ス
キ
ル
、

能
力
を
備
え
た
人
材
の
こ
と
で
す
。

　

低
コ
ス
ト
を
売
り
物
と
す
る
企
業

で
は
、
人
材
の
育
成
計
画
を
作
成
し
、

生
産
性
を
測
り
、
よ
り
功
利
的
な
経

営
を
実
現
で
き
る
人
材
を
必
要
と
し

ま
す
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
得
意
と

す
る
企
業
は
、
リ
ス
ク
を
冒
し
な
が

ら
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
試
す
こ
と

の
で
き
る
人
材
を
欲
し
ま
す
。

　

人
事
部
は
、
優
れ
た
人
材
を
確
保

す
る
た
め
に
、
事
業
戦
略
の
中
身
と

そ
れ
を
遂
行
で
き
る
人
材
要
件
、
そ

し
て
優
れ
た
人
材
を
惹
き
つ
け
、
成

長
さ
せ
る
た
め
の
人
事
プ
ロ
セ
ス
を

理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

持
続
的
成
長
を
遂
げ
る
企
業
は
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
ビ
ジ
ョ
ン
、
ま
た
は

目
的
と
呼
ば
れ
る
戦
略
的
方
向
性
の

み
な
ら
ず
、
自
ら
の
大
志
を
日
常
の

行
動
へ
変
え
て
い
く
こ
と
の
で
き
る

人
材
を
擁
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
人
材
を
採
用
で
き
る
か

否
か
は
人
事
自
身
の
戦
略
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。

　

人
事
の
役
割
は
何
で
し
ょ
う
か
。

人
材
に
関
す
る
企
業
活
動
を
推
進
す

る
こ
と
で
も
、
採
用
、
研
修
、
報
酬

と
い
っ
た
施
策
を
実
行
す
る
こ
と
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
複
雑
化
す
る
市
場

環
境
の
中
で
、
企
業
が
成
功
す
る
た

め
の
人
的
支
援
を
行
う
こ
と
。
そ
れ

こ
そ
が
人
事
の
役
割
な
の
で
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
市
場
は
常
に
変
動
し
て

い
ま
す
。
不
確
実
で
あ
り
、
複
雑
で

も
あ
り
曖
昧
で
も
あ
る
。
そ
う
し
た

カ
オ
ス
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

企
業
は
他
社
と
は
違
う
戦
略
を
生
み

出
す
こ
と
で
勝
ち
抜
く
こ
と
が
で
き

ま考すニ能で生営ますらの

戦略的採用を
担うのは人事だ
人事研究の世界的権威

ミシガン大学教授
デイブ・ウルリッチ

だ

Column
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つ
の
役
割
を
果
た
す
の
が
、
人
事
部
な
の
で

あ
る
。

　

推
進
役
と
し
て
の
人
事
部
は
、
採
用
の
イ

ン
プ
ッ
ト
（
前
提
）
の
検
討
・
プ
ロ
セ
ス
の

実
行
・
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
（
成
果
）
の
検
証
と

い
っ
た
、
各
活
動
の
主
体
者
と
し
て
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
採
用
活
動
に
関
わ
る

す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
経
営
者
や

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
、
現
場
の
採
用
担
当
者
な
ど
）

を
束
ね
る
存
在
で
あ
る
。

　

一
方
の
調
整
役
と
し
て
の
人
事
部
は
、
個

人
―
部
署
―
企
業
に
お
け
る
現
状
を
把
握
し

て
、
採
用
の
方
針
立
案
に
反
映
さ
せ
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
意
向
や
認

識
を
ふ
ま
え
、
設
計
さ
れ
た
採
用
方
針
を
、
具

体
的
に
実
行
す
る
た
め
に
、
個
人
―
部
署
―

企
業
に
お
け
る
す
べ
て
の
活
動
を
束
ね
、
方

向
付
け
る
役
割
を
担
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
人
事
部
が
採
用
活
動
全
体

の
ハ
ブ
と
な
っ
て
、
経
営
や
現
場
に
対
し
て

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
多
様
な
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
目
線
を
す
り
合
わ
せ
た
上

で
、
H
R
M
も
視
野
に
採
用
の
全
体
を
デ
ザ

イ
ン
す
る
こ
と
が
、
戦
略
的
採
用
を
実
現
す

る
要
と
な
る
。

経
営
の
視
界
で

採
用
を
と
ら
え
直
す

　

人
事
部
は
、
戦
略
的
採
用
ホ
イ
ー
ル
を
駆

動
さ
せ
る
採
用
ハ
ブ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

中
に
は
、
人
事
が
、
採
用
活
動
の
推
進
や
調

整
に
と
ど
ま
ら
ず
、
企
業
レ
ベ
ル
や
部
署
レ

ベ
ル
の
一
部
の
機
能
を
代
行
し
て
い
る
こ
と

さ
え
あ
る
だ
ろ
う
。

　

非
正
規
採
用
や
中
途
採
用
に
関
し
て
は
人

事
部
が
実
務
に
関
わ
ら
な
い
企
業
も
あ
る
が
、

戦
略
的
採
用
ホ
イ
ー
ル
を
駆
動
さ
せ
る
う
え

で
重
要
な
の
は
、
担
当
部
署
が
ど
こ
か
で
は

な
く
、
採
用
の
主
体
者
が
、
採
用
ハ
ブ
の
機

能
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
採
用
を
戦
略
課
題
と
と
ら
え
る

こ
と
と
、
採
用
の
主
体
者
に
求
め
ら
れ
る
役

割
の
大
き
さ
は
連
動
し
て
い
る
の
だ
。
戦
略

的
採
用
を
行
う
と
い
う
の
は
、
経
営
の
視
界

で
採
用
を
と
ら
え
直
す
こ
と
で
あ
り
、
採
用

に
お
け
る
人
事
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
に
他

な
ら
な
い
。

　

採
用
が
難
し
い
の
は
、
募
集
や
選
抜
の
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
煩
雑
で
、
H
R
M
レ
ベ
ル

の
効
果
検
証
や
制
度
改
革
が
難
し
い
が
ゆ
え

に
、
戦
略
的
採
用
が
戦
術
的
採
用
に
、
戦
術

的
採
用
が
手
続
き
的
採
用
に
、
範
囲
が
狭
く

な
っ
て
し
ま
う
懸
念
が
常
に
つ
き
ま
と
う
こ

と
だ
。
そ
し
て
、
狭
い
範
囲
の
採
用
活
動
に

担
当
者
が
集
中
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
経
営
的

な
広
い
視
界
で
採
用
を
と
ら
え
る
こ
と
が
難

し
く
な
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
生
じ
る
。

　

採
用
と
は
、
企
業
の
競
争
力
の
源
泉
と
な

る
人
材
を
獲
得
す
る
と
い
う
重
要
な
経
営
活

動
だ
。
企
業
の
現
状
と
将
来
の
方
向
性
を
理

解
し
、
適
切
な
人
材
を
見
つ
け
出
し
て
獲
得

し
、
生
か
せ
て
こ
そ
、
真
の
経
営
パ
ー
ト
ナ

ー
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
人
事
は
、
自
社
の
タ
レ

ン
ト
プ
ー
ル
の
現
状
と
事
業
戦
略
・
方
針
の

双
方
を
理
解
し
、
人
材
要
件
を
明
確
に
す
る

必
要
が
あ
る
。
採
用
と
他
の
人
事
制
度
と
の

整
合
性
を
と
る
必
要
も
あ
る
。
優
秀
な
人
材

を
採
用
し
て
も
、そ
の
後
の
配
置
や
教
育
、
評

価
、
処
遇
が
一
貫
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で

な
け
れ
ば
、
成
果
を
期
待
す
る
こ
と
は
難
し

い
か
ら
だ
。

　

さ
ら
に
、
入
社
後
長
期
に
わ
た
っ
て
採
用

者
が
ど
の
よ
う
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮

し
た
の
か
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
次
の
採
用
活

動
に
そ
の
成
果
を
反
映
し
て
い
く
。
こ
の
よ

う
に
、
狭
義
の
採
用
と
H
R
M
の
境
界
を
行

き
来
す
る
の
が
、
戦
略
的
採
用
に
お
け
る
人

事
の
役
割
だ
。

　

戦
略
的
採
用
に
お
い
て
獲
得
さ
れ
る
の
は
、

企
業
の
未
来
を
創
造
す
る
人
材
だ
。
そ
の
役

割
を
担
う
人
事
は
、
自
社
の
将
来
を
左
右
す

る
重
大
な
使
命
を
負
っ
て
い
る
。

手続き的採用ホイール

戦術的採用ホイール

戦略的採用ホイール

採用の前提採用の成果

採用のプロセス

採用ハブ AC

PD

採用の前提採用の成果

採用のプロセス

採用ハブ

PD

AC

採用ホイールの3種型図表1

採用の前提採用の成果

採用のプロセス

採用ハブ
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